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準備 はできていました
どんな才能や経験，趣味 も

伝道に生かせることを知った夫婦の宣教師の話 ・

二 一 ナ ・ハ ノレ

馨 鞭 観 灘、、誕
轍灘 踊 鍵

　蟹

伝灘難羨監陀梵鷲
く して結 婚 した私 は，将 来 ，夫 の ベ ン と

共 に伝 道 に召 され る こ とを望 み なが ら，

その夢 か ら一時 離 れ， 子育 て に専念 す る

こ とにな った ので す。

とこ ろが， その 生涯 の夢 も， ベ ンが54

歳 の と きに脳卒 中で倒 れ た こ とで， 無 残

に も打 ち砕 かれ た よう に思 われ ま した。

ベ ンは話 す こと はお ろか， 書 くこ とも読

む こ ともで きな くな り，'その うえ左半 身

が不 随 にな って し まっ たの です。

神権 の力 によ って奇 跡 的 に快 復 は した

もの の， それ か ら12年 後 に監督 か ら伝 道
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の面接 を受 けた と きに は， まだ い ろい ろ

な面 で障 害 を負 って い ま した。脳卒 中の

後 遺症 で， ベ ンは はっ き りと話 す こ とが

で きず， 家族 の 者以外 と は話 が通 じな い

とい った状態 で した。 しか も，言 葉 が う

ま く出 て こな いだ けで はあ りませ ん。声

に出 して祈 る こ とも，食事 の祝 福 す らも，

思 う よ うにで きな いの です。 左腕 はす で

に失 って い ました し，右 脚 もはれ あが っ

た ままで， い つ も痛 みを訴 え てい ま した。
ま ひ

そのうえ緊張すると心臓麻痺を起こしか

き

灘醐 …轍 舞

ね ない状態 で した。
の

しか し， それ に も増 して問題 だ った の

は，経 済 的 な ことで す。 わが家 の収 入 は

少 な く，決 して十分 とは言 えな か ったか

らです。 それ で も私 た ちは召 しを受 ける

こと に何 の不安 も感 じませ んで した。 主

が必要 と してお られ るの な ら，喜 んで行

くと いうの がベ ンの信 条 だ った か らです。

ス テー キ部 長 は，教 会本 部 に申請書 を

提 出す る に当 た って， かな り迷 っ たよ う

で した。と ころが伝 道管理 部 か ら，「とも

1

私たちは若人のためのプログラムを組織し，宣教師のレッスンプラ

ンを使って教えました。また，その集会のたびにリフレッシュメント

も用意しました。それから間もなく支部が発展し始めたのです。
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か く書 類 を送 って く準 さい。教 会幹 部 の

判断 を待 ち ま し ょう」 とい う助 言 が あ っ

た ので す。 私 は， 自分 たち に も王 国建 設

の お役 に立 て る， ふさ わ しい場所 があ り

ます よう に と，熱 心 に祈 り ました。数 週

間 して， 私 た ち夫婦 は合 衆 国南東 部 で伝

道 す る よう にとの召 しを受 け たの です 。

私 はうれ しさで いっ ぱい で した。確 か に

私 の祈 りは聞 かれ た ので す。

ベ ンに とって， ワー ド部 でお別 れ の あ

いさつ をす る こ とは， 大変 な チ ャ レンジ

で し た。 私 の 方 で 短 い 話 を 用 意 して あ

げた ので すが， それ をな かな か覚 え る こ

とが で きませ ん。 ベ ンは， 聖餐 会 の始 ま

る数 時間前 に， 特別 に神 権 の祝 福 を求 め

ました。 そ して聖 餐会 で は，何 の苦 もな

く10分 ほ ど話 す ことがで きま した。 その

あと監督 は全 員 を前 に，私 た ちは奇 跡 を

目の当 た りに早 ました と語 りました。

伝 道本 部 で み最 初 の夜 ， ひ ざ まず いて

祈 る とき，私 た ちは もう ひ とつ うれ しい

奇跡 を経験 しま した。12年 振 りに， ベ ン

が家 族 の祈 りをす る こ とがで きたの です。

私 た ちの最初 の任 地 は， 会 員 が60人 ほ

どの， しか もそ の ほ とん どがお休 み会 員

とい う小 さな付 属 支 部 で した。 そこで迎

えた初 めて の 日曜 日， 出席 者 は，神 権会

がベ ン と支 部長 のふ た りだけ， 日曜学校

と聖 餐会 が14人 とい う有 様 で した。 それ

で も私 は， 聖餐 の祝 福 や， 開会 の祈 りが

で き るよ うにな った ベ ン を見 て ，感 激 し

て い まし た。

どの宣 教 師 もそ うで しょ うが，私 たち

夫婦 も新 しい任 地 に赴 くと き， い くらか

の不 安 が あ りました。会 貝 や教 会外 の人

人 に受 け入れ て も らえ るだ ろ うか， 人 の

役 に立 つ働 きが で きる だ ろうか， 主 は私

た ちの働 きを喜 ん で くだ さる だろ うか，

な ど。 しか し， い った ん任地 に行 って み

る と， どこへ行 って も人 はみ な同 じだ と

い うこ とがわ か りま した。 それ まで の教

会 や職 場 で の経験 や， 親 として して きた

い ろい ろな体 験 か ら， 初 め て出会 う人 々

との間 に もた く さんの共 通 点 があ る こ と

に気 づ い たの です。 それが わ か って か ら，

不安 は消 え去 り， み んな の中 に溶 け込 ん

で いけ るよ うに な りま した。

私 た ちは まず， 支部 に登 録 されて い る

会 員 を ひ と り残 らず捜 し出 し，彼 ら に再

び教会 に集 い たい と いう気持 ち を起 こ さ
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小さなトレーラーハウスの中を掃除したとぎ，足の踏み場もない状

態や悪臭は少しも気になりませんでした。ひとりの神の子供を助け

てrいるという気持ちしかなかったのです。

せ る こ とか ら始 め ま した。 しか し， これ

は容 易 な仕 事 で は あ りませ ん。 という の

は， 彼 らの家 が 四方 に点在 して い るう え，

田舎 道 には ち ゃん と した標 識 も名 前 もつ

いて い ない か らです。 中に は長年 の間，

教会 か ら離 れて い る人 もい ま した。 日曜

日の朝 が来 るた び に， 私 た ち は働 きか け

た人 々が顔 を見 せ て くれ るの を心 待 ちに

しま した。 しか し，私 た ちの期待 に応 え

て くれ たの は， ほ んの数 人 だ けで した。

気落 ち した支部 長 は，支 部 を閉鎖 した

ほ うが よ い と言 い 出 し ました。 しか し，

支 部 が閉鎖 され れ ば， お休 み して い る会

員 はみ な見捨 て られ， この 地域 で の伝 道

は途絶 えて しま うこ とに な ります。 この

付 属支 部 の運 営 を指 導 して いた監督 は，

集 会 を開 き， 支部 を閉鎖 す るか， それ と

もベ ンを支部 長 と して支 持 し， もう一 度

努 力 す る かの いず れ か しか ない と告 げ ま

した。結 局 ， ベ ンが支部 長 と して支 持 さ

れ， 任命 され ま した。

私 たち は心 か らへ りくだ りま した。 た

西
^轟

1苺
製

難

くさ んの障 害 が立 ち はだ か る中 で， とる

道 は ただ ひ とつ，天 父 にすべ て よ り頼 み，

助 け と導 き を願 い， そ して 自分 た ちの全

力 を尽 くす こ とだけ で した。 毎夜 ， ベ ン

は主 に知 恵 と力 と導 きを願 い求 め ま した。

私 た ちの住 まい は， 日曜 日に は教 室 とし

て使 うふ た つの部 屋 で， す ぐ隣 が礼拝 堂

で した。 ベ ン はそ の静 かな礼 拝堂 で もた

び たび祈 って い ました。

あ る夜 ，礼 拝堂 か ら戻 って きた ベ ンは

こ う言 い ま した。「答 えを受 け た よう な気

が す る。 この支部 は若者 たち に よって発

展 して い くん だ。」

い ろい ろな こ とが起 こ り始 めた の は こ

の ときか らで す。 まず，私 たち は13歳 の

少 女 に福 音 を教 え， バプ テ スマ を施 しま

した。 す る とそ の少女 は，友達 を何 人 か

連 れ て き ました。 その少 女 は私 た ちの も

とに遣 わ され たの です。 私 は そ う確 信 し

て い ます。早 速青 少 年 向 けの プ ログ ラム

を組 織 し，裏 庭 で レク リエー シ ョンの集

会 を開 きま した。そして集会 のたび にリフ

難舞



レ ッシ ュメ ン トを出 し， 宣 教 師 の レ ッス

ンプ ラ ンを利用 して レッス ンを し ま した。

しば ら くして， 主 は私 た ちに改 宗 して

間 もない家 族 を送 って くだ さい ま した。

引 っ越 して きた その家 族 は， 子供 が3人

で，両親 が共 に活発 で した。 この家族 の

お陰 で，初 等協 会 の 子供 が ひ と り増 え，

十代 の子供 が ふ た りMIA(現 在 の独 身

成 人 プ ログ ラム の前 身)に 加 わ っ たの で

す。 また，私 には副会 長 が召 され(私 は

扶 助協 会 の会 長 を して い ま した)，ベ ンに

は力 強 い副支 部長 が 召 され ま した。 そ の

家 の16歳 にな る，含、子 さん は，福 音 に関心

が な く， まだバ プ テ スマ を受 けて い ませ

ん で したが， 若 い長 老 た ちの働 きに よっ

て， 間 も な く教会 員 にな りま した。 こ う

して聖餐 の祝 福 を す る祭 司 が誕 生 したの

で す。 ・

私 たち は また，系 図調 べ を趣 味 に して

い る町 の人 た ちの た め に特別 に系 図 ク ラ

スを設 け た とき，教 師 が見 つ か る よう に

天 父 に助 け を願 いま した。 そ うす る と，

天 父 は もう一家 族 を私 た ちの もと に送 っ

て くだ さい ま した。 しか も， そ の家 の奥

さん は系 図の専 門家 で したの で，毎 週 火

曜 日の夜 に クラ スで教 えて くれ る こと に

な りま した。 また， ピアノが とて も上 手

で，美術 や工 芸 に もす ぐれ た才 能 と技 術

を持 った 人 で したの で，支 部 にと って大

き な財 産 とな りま した。 ご主 人 は 日曜学

校 の会 長 とな り， 初 等協会 に もま たひ と

り子供 を迎 え る ことに な りま した。

私 た ち はこ の家 族 を通 して，教 会 に関

心 を持 って い る若 い夫婦 が い る ことを知

りま した。 そ の夫婦 は， ほかの教 会 で 日

曜学校 の教 師 を して い ましたが， モル モ

ンにつ いて否 定 的 な意見 ばか り聞 いて き

た ため， かえ って興 味 を持 つ よ うにな っ

た とい うの で す。 別 の家 族 を教 えて いた

私 たち は，早 速， 若 い長 老 た ち をその 夫

婦 の家 に送 り， レ ッス ンを して も らう こ

とに しま した。 こう して また ふ たつの 家

族 が支部 の活 発 な会員 とな り， 日曜学校

教 師，支 部書 記 ，扶 助協 会教 師が 誕生 し，

初 等 協会 の仲 間が増 え ました。

よく聞 く話 です が， お休 み会 員 を捜 し

て いて， こん な こ とを経験 し ました。私

たち はそ の町 に住 ん で いる とい うあ る末

日聖 徒 の家族 を見 つ け出 そ う と，数 カ月

問 にわた って祈 り， 捜 し回 って い ま した。

聖徒 の道/1986年5月 号

そ うした あ る朝， ベ ンが突 然霊 感 を受 け，

町 の水 道局 の職 員 に， その家族 を知 って

い るか尋 ね てみ よ う と言 い出 しま した。

水 道局 の職 員 は，「もち ろん知 って います

よ」 と答 える と， その 「行 方不 明」 の会

員 の職 場 を教 えて くれ ま した。 こう して

ベ ンはその会 貝 を見 つ け る ことが で きた

の です。話 を聞 く と， その人 は数年 前 に

改宗 した ものの， も一う4年 間教 会 には行

ってい ない とい う ことで した。 奥 さん と

3人 の子供 は別 の教 会 に行 って い ました。

教 会 に来 るよ うに お誘 いす る と， 自分 は

タ バ コ も酒 もや って い るか ら と， 気乗 り

が しな い ようで した。 しか し， ベ ンは あ

きらめ ませ んで した。 何度 か職 場 で その

人 と会 い， タバ コや酒 をた しな んで いて

も， 彼 に対 す る愛 は変 わ らない こ とを伝

えま した。 そ して家 を訪 ね，8歳 と13歳

にな る子 供 を教会 に誘 った ので す。 やが

て この 人 はタバ コも酒 もや め，家 族 です

べ ての集 会 に忠実 に出席 す る よう にな り

ま した。 ふた りの子供 もバ プ テス マを受

け， 数 カ月後 には彼 自身 も長 老 に聖任 さ

れ て，求 道者 ク ラスの教 師 とな っ たので

す。

この ような経験 を重 ねな が ら， 小 さ な

支部 は発 展 して い き ま した。 そ してそ の

年 の暮 れ には， す べて の補 助 組織 が完 全

に組 織 され ， 日曜学校 と聖 餐 会 の平均 出

席 者が50人 を数 える まで にな りました。

さ らに翌年 の5月 に は，建 物 が手 狭 に な

り， 新 しい集会所 と礼 拝 堂 の建築 用地 を

探 す まで にな った ので した。

バプ テスマ数 も増加 し， この地 域 へ の

転 入家族 も増 えて， 多 くの会 員 が活発 に

集 うよ うにな りました。6月 には，独 立

支部 にな り，礼拝 堂 の建 築 用地 が決 ま り

ま した。 そ して主 が最 初 に私 たち の も と

へ送 って くだ さ った人 が，新 し く支部 長

に召 され たの です。

そ れか ら2カ 月 して，私 た ちは新 しい

地 へ転 任 す るこ とにな りま した。転任 す

る 日， 胸 の張 り裂 け る ような思 い で した。

私 た ち はその地 で伝 道 して す ば らしい喜

びを味 わ い，支 部 の兄弟 ，姉 妹 ，子供 た

ちは 自分 の家族 同然 にな って いた ので す。

今 で も時折 受 け る心 温 まる電話 や手 紙 に，

大 きな喜 び を感 じて い ます 。

私 た ちは伝 道 を通 して特別 な祝 福 を得.

ま した。 それ は， だれ で あ ろう と， どん

な苦 難 を負 った 人で あ ろ うと， すべて の

人 を愛 す るこ とがで き るよ うに なっ たと

い う ことで す。

ある 日， 私 た ちは アル コー ル中毒 にか

か った女性 か ら電話 を受 け ま した。 その

女 性 は結婚 して何年 もた た ない頃 に教 会

に入 り， 日曜学 校 の教 師 と して活 躍 した

こ とのあ る人 で した。 とこ ろが， 私 た ち

が捜 し当 て たと き， 彼女 は2部 屋 しか な

い小 さな トレー ラーハ ウ ス(移 動 家屋)

の中 で，病 に伏 して いたの です。

そ の女性 を病 院 に連 れて行 った あ と，

私 だ ちば トシー ラーハ ウ スの掃 除 を引 き

受 け ま した。彼 女 はそ こで，15歳 と11歳

にな るふ た りの 息子 さん と一 緒 に，信 じ

られ ない よ うなひ どい生 活 を送 っ』て い ま

した。私 はウ イス キー の空 びん や ビール

の空 き缶 ， 汚れ物 が散 らか る中 で洗 い物

を しま した。 太 陽が じ りじ りと トタ ン屋

根 に照 りつ けて汗 が顔 を流 れ落 ち， ゴキ

ブ リが足 をはい上 が り，辺 りに は耐 えが

た い悪 臭 が漂 ってい ま したが， どう い う

わ けか あ ま り気 にな りませ んで した。，神

の子供 がひ とり助 け を必要 と してい る，

その こと しか頭 に なか った ので す。次 の

聖 句 が幾 度 とな く心 をよ ぎ りま した。「わ

た しの兄 弟 で ある これ らの最 も小 さい者

の ひ と りに したの は， す なわ ち， わ た し

にし たので あ る。」(マ タ イ25：40)

私 た ちは それ か ら10カ 月間 にわた って，

この女性 に力 を貸 し ま した。その結果 ，ふ

た りの息子 さん は教 会 の集 会 に来 る よう

にな りま した。 私 た ちが訪 問 す るたび に，

彼女 は私 の肩 を抱 い て，心 か らの愛 と感

謝 の気 持 ち を言葉 に して くれ ま した。

私 た ちは転任 した次 の 地 で も また， 支

部 内 の 多 くのお休 み会 員 に働 きか ける責

任 を受 け ま した。残 され た4カ 月の伝 道 、

期 間 中 に，私 た ちは65家 族 も訪 問 する こ

とがで き ま した。幾 度 とな く足 を運 ん だ

家族 もい ます。 その 中で活発 化 にこ ぎつ

ける こ とがで きたの は， わず か10家 族 で

す が， た くさん の人 々 と友 達 に な り，数

数 の心 温 ま蜀経 験 を しま した。 私 た ちは

まか れた種 が い つか芽 を出 し， 生長 する

よ うに願 って い ます。

伝 道 が終 わ る前 日の夜 に行 な われ た3

人の バプ テス マは，私 た ちの伝 道 の最 後

を美 しく飾 って くれ ま した。 バ プ テス マ

を受 け たの は， 片規 が会 員 の子供 たちで
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した。 その子 供 た ち に福 音 を教 えた こ と

は，伝 道 中 で最 も霊 的 な経験 の ひ とつ で

す。 レ ッス ン中， 目を大 き く見 開 いて一

言一 言 に熱心 に耳 を傾 け る子 供 た ち を見

て いて，私 は まる で天使 た ち に取 り囲 ま

れ てい る ような、慰いが しま した。 バ プ テ

スマ会 には大 勢 の人 が 出席 し， そ こで も

またみ た まを強 く感 じま した。 そ して そ

の あ と，私 たち は抱 き合 い なが ら，涙 の

別 れ を した ので した。

主 が夫 や私 の よ うな弱 い人 間 を使 って

そ の 目的 を果 た され る とい う こ とは， 実

に驚 きで す。 ベ ンはよ く こう言 っ てい ま

した。 「私 は大 した こ とは して い ません。

話 すの はほ とん ど妻 が して くれます から。」

で も， それ は違 い ます。 障害 はあ って も，

ベ ンに は伝 道 の業 に必要 な特 別 な才能 と
そな

資格 が具 わ って い ま した。主 が ベ ン を通

して み業 を進 め る こ とがで き たの も， ま

た伝 道 中の大 変 な時期 に私 た ち を勇 気 づ

けて くだ さっ たの も， ベ ンに忍 耐 と不 屈

の精神 ， 自己 を捨 て た寛 大 な心 と信 仰，

悪習 に引 きず られ た み じめな人 々 に手 を

差 し伸 べ る能 力 が あ った か らに ほか な り

ませ ん。

伝 道 を振 り返 って みて， 意外 だっ たの

で す が，大 切 な こ とに気 が つ き ました。

それ は， 日常 生活 のあ らゆ る経験 が， た

と え平 凡 な あ りふれ た よ うな こ とであ っ

て も， 伝道 の良 い備 えにな って い た とい

う こ とです。 スカ ウ ト活 動 やMIA， 日

曜 学校 な どで若 人 と共 に行 動 して きた ベ

ンの長 年 の経 験 は，伝 道 に大 い に役 立 ち

ま した。職 場 で 人 を組織 し指 導 して きた

経 験 もベ ンに はヵ と な りま した し， 手先

が器用 だ った こ ともず い ぶん役 立 ち ま し

た。 また， ベ ン は子 供 が大好 きで， 子供

と付 き合 う のが上 手 で した か ら， 小 さい

子供 た ちか ら も好 かれ慕 わ れ ま した。
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私 も また， ベ ン と同 じよ うな経 験 を し

ま した。私 に とって も， これ まで の生 活

は ほ とん ど どれ も，伝 道 に必 要 な業 をす

る ため の備 えだ っ た よう に思 え るので す。

子供 の ときに詰 め込 ん だわ ず か な知 恵 だ

って そ うです し， 音楽 や演 劇 の経 験， 秘

書 や看 護婦 と しての仕 事， 心理 学 を学 び

なが ら受 け た訓 練 ，精 神病 院 で の仕事 ，

ホー ム メー キ ング技術 ， あ の世 界的 な大

恐慌 ・大不 況 時代 の経験 ， セ ミナ リー の

責 任 ， た く さんの子 供 を育 て あ げた経 験，

教会 で の責 任 な ど， どれ を取 って みて も

み な伝 道 に役 立 ち ま した。 主 の みた ま に

よっ て， 自分 で は気 づか なか った い ろい

ろな才能 が役 立 った こ とに， た だた だ驚

いて い ます。

全 般 的 に見 て，私 た ちの1年 半 の伝 道

生 活 は，楽 し くす ば らしい もの で した。

私 たち が受 け た祝福 や祈 りに対 す る答 え

は(個 人 的 な祈 りや， ほか の人 の ため の

祈 りも含 め)，あ ま りに多す ぎ て語 り尽 く

せ ませ ん。 主 はい つ いか なる と きに も，

ど こにい て も， 常 に私 た ち と共 にいて く

だ さい ま した。心 や さ しい親切 な方々 と

愛 を分 か ち合 い， 経験 を共 にで きた こ と

は，私 た ちの 生涯 で何 よ りもす ば ら しい

嚇 県 1畢
榔

思 い出 と な りま した。 ま た， 若 い長老 た

ち と良 い関係 を築 け たこ と も， 大切 な思

い 出で す。毎 月開 かれ る ゾー ン大会 で，

霊的 に高 め られ，霊 感 を受 け た こと も，

忘 れ る ことが で き ませ ん。

伝 道 に対 して弱気 にな って い るご夫婦

や， で きな い と感 じてお られ る方 々 に，

ぜ ひ 申 しあ げた い と思 い ます。 私 た ちに

で きたの で すか ら， 皆 さん にで きな いは

ずが あ りませ ん。 た め ら った り， 恐れ た

りしな いで く ださ い。 自分 か ら進 ん で行

動 し， 主 をイ言頼 すれ ば， 主 は必 ず必要 な

力 を与 えて く だ さるで し ょう。
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滋灘る華欝灘嚢部難灘縫懸灘謙鐵擬 蓬

趨 まお難懸馨繋謝蜜蒸 灘鎖欝鱗⑳灘難

懇麟灘 モ鋤 麟 灘灘懇鰹罎嚢⑳諜翻 麟

誌蓑蟹灘難懇薄顯撫繭懇総

羅の鐸i謝議構縫達轟蕎鐵戴ぽ 灘雛隷

蘇羅菱認繋の雛員懇 繋癖職灘難灘灘

駿の誘騰園蕪i襲懸懸灘瞬謙麟隷 織鰹縫

難灘の綴織隷躍総鷺鷺麟罐鑛雑懸鱗糠撫

鞍滋濁 鰯嚢懇議懸載瀦露霧縫擢嚢藏麟

膨蕪 叢懇鱗羅⑳購懸 欝嶽懸叢轍糞婦

磯叢毅鱒饗灘瀦羅滋饗説畷騒 欝罎囎識

羅濃驚灘懲巻議縢議磁燧 議灘 難部纏

嚢繋溺集蒙蕎建犠糞泌要雛購羅犠霧滋濠

趨繕鞭 議鐵嚢

集嚢麟終鰻羅差 繊騰嚢懸叢瀞難鑑禰

灘護務幡驚甕麟覆醸難磁 翻講 鍛議ゐ驚

畿が議燕ぽ援購 麟甕醸鑓鱒 瞳欝癒縁灘饗

醸叢 蓬膨麺灘蕎灘檬 購魏懇難 難隷護懸鱒

の舞聞縫 鍵灘騨蔭麹騰羅懇欝懸鐡灘

癒《薦叢擾灘 霧濃騨⑳灘㊨謙騒騨羅

惹灘塑ぽ灘擬蓬幡畿悪難羅嚢塗麟獅懸鷺

礎 数嚢織鵜園灘麺瞼蒸様濃緩繋購騰欝

溌蕎謹灘撚繋き蕊醸潅

長灘慮騒蕪磯響糊懸繋轡薩の繋 織融

鞍衛蓬糞濾騒驚灘難灘嚢黛⑳溝雛轄巻麟

鞍 幾輿の開 匿蓬猫箸騰講麟鑛醗潅遽諜

鐵 議鱗繊難鰭灘灘馨鰻灘購繋糠駿難

騰繊懸樽灘雛韓構懸繰韓 翻鷺齢懸轍灘

顯灘灘 離趣 灘 鰻麟轍 灘鱗辮雛 灘鐵鐘

灘羅麟輔輔 灘 轍 灘麟 幾繕 鍵灘 騰

購総譲灘議繍馨 麟鐵擁 繋鱗鐵難 灘鱗灘

灘 誌 灘驚縢 麟麟 購縫一藝購 叢轍謙誉

畿懲難 鴇辮 繋 賑総 諜麟 麟糠 灘籔の

暴鞭鐘載纏謹難灘鑛灘縫織騰灘畿獄鷺癒

癒濾麹繋灘 鱗灘 簸鍛灘部麟灘強薫鱗

灘難 舞灘糞灘曝辮鍵鑛麹灘羅灘鯉 馨覆

募麟 繋 羅辮

聯灘繋灘鱗翻 鱗 纏灘 雛 灘鍵難 馨纐

麟 灘 議麟鷺馨轍 鎌灘鍵榊 鐵 羅簸譲

繋麟羅懸鞭織蕪羅轍 腰潅 麟騰 麟羅⑳灘

鐘灘繋難鱒嶽鐵顯繋麟鷲 慧鎌癒鍵璽灘

灘健誘糠難難鑛灘鍵灘癒鑛藩黎 懸纈 構

辮 羅 韓麟 麟 繍 鱗 購糠灘 麟 欝輝

灘縷購漿騰醸灘瀬難灘羅織謙 縢灘 辮難

雛雛磯嚢繕灘 鎌難糠辮議騰鍵

謎購 辮 馨縫 鰯 叢灘鱒 羅1騨 鞘 購

繋i騰 謝 綾熟纏欝難綾購雛澱鞍欝㈱懇

鶴欝響縫魏 蘇 鶯携鵜 墜繕雛鍵 難態懇

譲麟 麟難灘繋禰灘灘鵜隊織灘纐議蟻鷲

溝溺簸癒繋懸灘藻難麟 趨馨隷 鶴鐵蘇繋

黍購 懸灘織鵜 輪輪 鐵毅鱒纈難鱗鷹灘

霧縫灘繊羅鱗 灘叢鐙懸懇

灘鑑磯霧禰麟 麟 嚢騰 麟 謙 鵜鐡嫌蕪

鞭鐘難鰍 麟灘騨 懸叢懸懇鵡灘懇議き 灘

嚢懸強購麹灘逡麟懸難 灘雛 鐵療鐵 雛

濁醸麹儀鐵纐艶鰍 嚢灘欝鎌 麟 謬糞辮鐵謬

講懸灘

難難 灘⑳欝縷懸謙蒸懸謹灘雛 騰灘顛嶽

懸驚 繋隷 鯵緩遊繋餐熊嚢鐘謬濤燧趨麟

灘羅 繋幾 臓糠灘灘轍 灘欝馨態覇議雛

縷獄麟 墾灘 錨灘 繕羨議騨 蕪謬灘鋤羅

鞭

轍

錘
、

灘騰轟 難 灘 ・簸

購

懸懲 繍

翼 懸 、 灘

襟灘灘灘
観鱗 灘轟鎌織羅 魏識 鋤懸灘灘 最灘

嚢藤騰趣難羅霧辮織 灘犠織麟翻懸嚢毒

叢麟 懸嚇 懇鐵

繕灘鍛麟 購翻 轍 蒙縦嬉灘嚢叢嶽鞍

鯉繭薄 辮鐵 篠懸繊灘麟 輔 灘麟麟欝蒙

慧癬 麟 欝 欝 灘 蘇 謬構 鑛鍾難憩

驚裟灘麟 羅 麟 灘懸懇撫灘騰鐵饗働難

懸灘灘灘 聾 癒灘 謙 醸 鐵叢騰慈審繰

懸 灘 翻嚢難麟 髭編遊襲麟麹雛簾覆鐵漢

灘

繋撚轍馨灘 撚一繋 麟麹鍵雛織鍵灘蔭塞

磯幾継 懸繋難雛灘塞部羅犠灘繊 難嚢1鐘

繋灘欝譲購灘 藩灘繊繍磁撚灘諜驚灘惣

辮麟 離 灘罵態 翼鎌縷穣難潔瀬灘鱒 犠

鐵灘繍懸懸難獺廼糖蕎
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まず什 分 の 一 を

納めなさい 蹴 「

メッティ・ハ ン セン ・ロー

い
つ で し た か， 私 の 友 人 が こ う 言

い ま した。 「まず 支 払 い を全 部 済

ませ て， それ か ら什分 の一 を納 め るの が

一番 よ。」 私 にも その 気 持 ちは わ か りま

す。 日々 の生活 をや りく りす るの が， ど

んな に大変 か知 って いる か らです。 その

ため私 た ちは とき どき，果 て しない負債

を負 って いる ような気 持 ち にな る こ とが

ある のです。

大 抵 の人 は，次 の ような誘 惑 を1度 や

2度 は経 験 して いる と思 います。「先 に必

要 な支 払 いを済 ませて， 什分 の一 は後 か

ら， そ う， 来 月 にで も納 め まし ょう。」で

も，数 年前 の あ る経 験 か ら，私 は確 信 し

ました。 どの ような事 情 も，什分 の一 を

後 回 しにす る理 由 には な らない ので す。

1978年 の春 ，私 はデ ンマ ー クで， タ イ

プ セ ッ ト(植 字)の 仕 事 を 自分 で始 め ま

した。収 入 はす ぐに， 勤 め に出 て いた頃

の倍 にな りました。予 算 を組 み， こ まめ

に帳 簿 を つけ，税 金 を記録 しま した。 そ

の うち に，什 分 の一 の 口座 を作 る こ とを

思 いつ いたの です。 実際 は普 通 の預 金 口

座 で した が，私 はそれ を什分 の一 口座 と

呼 び，非常 によ いア イデ アだ と思 い ま し

た。 それ か ら数 カ月後 に， 什分 の一 口座

にた まった額 を見 て，私 は驚 いて しまい

ま した。 そして 「いつか貯 金 を全部 引 き

出 して， 監督 に渡 しま し ょう」 と思 い ま

した。 ところが， 金額 が 増 え るにつ れて，

引 き出 す のが だん だん むず か しく な りま

した。 そ の うえ， 貯 金 を増 やす のが楽 し

み にな って きたの です。

そう こう しなが らも， 半年 間 は 多 くの

仕 事 と収 入 に恵 まれて い ま した。 ところ

が， 突然 注文 が来 な くな った ので す。 来

る 日も来 る 日も，新 し い仕事 が入 りませ

ん 。蓄 え が 次 第 に減 り，私 は 不 安 に な

り始 め ました。 しか し， 次 の よう に考 え

て 自分 を元気 づけ ま した。「この状 態 が続

いた と して も， 什分 の一 口座 か らいつ で

もお金 を借 りる こ とが で き るわ。」

母 に この考 え を話 す と，即 座 に こう言

われ て し まい ました。「主 にお返 しす るお

金 に手 をつ けて は いけ ませ ん。」母 は意 志

の強 い頑 固 な女性 なので， 私 は大 人 に な

って も， 母 の言葉 を受 け入 れ られ ない と

きに反発 す る こ とが あ りま した。 母 は さ

らに言 い ま した。「監督 に什分 の一 を納 め

るの は， 早 い方 が いい で し ょう。 き ょう，

預 金 を全 部 下 ろ して監督 の とこ ろに持 っ

て行 き なさ い。」

しか し， 家賃 や車の 経費 ，税 金， 電気

代 ，水 道代 な ど，支 払 いが山 ほ どあ るの

に， 手元 の お金 と いえ ば， 什分 の 一 口座

の預 金 しか ない ので す。私 が そ の こと を

説 明す る と，母 は言 い ま した。「心 配 しな

くて も大 丈 夫。 きょ うの うち に監 督 に納

めた方 が いいわ 。」

私 は気 が進 み ません で したが， 母 の言

葉 が正 しい こと はわか って い ま した。 そ

こで， まっす ぐ銀行 へ行 き ました。 これ

まで の 人生 で，預 金 を 引 き出す の に， あ

の 日ほ ど試 され た こ とはあ りません。 私

は力 を与 えて くだ さ るよ うに， 主 に祈 り

まし た。

それ で も まだ，監 督 に お金 を手渡 す と

きは， 重苦 しい気持 ちで した。 収入 な し

に， ど うや って仕事 と家庭 を切 り回す こ

とが で きるで しょう か。母 が言 いま した。

「あ なた の長女 は
， もう一 緒 に断 食 で き

る年 頃で す。丸1日 断食 して祈 りま しょ

う。」私 た ち はそ の よう に しま した。断 食

を して3日 経 ちま したが， 何 も起 こ りま

r騨
厚 置 舜

麗 懸.
、灘

せん。 母 が 「もう一度 断 食 を しま し ょう」

と言 い ま した。私 た ちは再 び断 食 を し ま

した。 その翌 日の こ とで す。郵 便配 達 人

が， 初 めて の依 頼 人 か らの注文 を携 えて，

ドア をた た きま した。 それ は，翌 月 い っ

ぱい毎 日忙 し く働 か な けれ ば な らない ほ

ど大 きな仕 事 で した。涙 が あ ふれ，母 と

誌、た りの娘 た ち と共 にひ ざ まずい て，主

の恵 み に感謝 し ま した。

と ころが， その後 とて も不 思 議 な こ と

が起 こ りま した。 コン ピ ュー タ ー に植 字

用 の コー ドを入 力 しよ う として も， ど う

して も う まくい か ない ので す。何 度 も試

して み ま したが， これ まで何 千 回 とな く

使 って きた はず の コー ドを， コ ン ピュー

タ ーが受 けつ け ませ ん。

私 は， この奇 妙 な現 象 につ いて祈 る必

要 が ある と感 じま した。 そ して，祈 って

か ら原稿 を取 りあ げる と， ふ いに手 が汚

れて ベ タベ タ して いる よ うな感 じが しま

した。 私 は手 を ごし ご し洗 い， また仕 事

10



珊雛

鱈 「

に戻 りま した。 しか し原稿 を取 りあ げ る

と， きれ い な紙 に印刷 され てい る に もか

かわ らず， 手 が汚 れ た よう な感 じが す る

ので す。

私 は どう して よい かわ か らず， 泣 き出

して しまい ま した。 もう一 度 ひ ざ まず い

て， 主 に助 けを求 め ま した。祈 り終 わ っ

て少 しの 間 その ま まひ ざ まずい て いる と，

原稿 を最初 か らでは な く， 最後 のぺ 一 ジ

か ら読 む べ きだ と感 じま した。

私 は仕事 を仕 上 げ る こ とばか りに気 を

と られて い て，原 稿 を読 む こ とな ど考 え

て もみ ませ んで した。 その原稿 は， デ ン

マー クの 国立大 学 で使 用 す る教 科 書 の原

案 で した。

後 ろの ペ ー ジか ら読 ん で い く と，2ぺ
ぽうとく

一 ジ 目に
， イエ ス ・キ リス トを冒濱 す る

言葉 が書 い てあ りま した。私 は これ まで

読 ん だ こ ともな い よ うなひ ど い文 章 に，

ぞ っ とし ました。 しか も筆 者 は， 聖書 の

言葉 を引 用 して， その侮 辱 的 な主張 を擁
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き

護 して い るの です。 私 の愛 す る デ ンマ ー

ク で，大 勢 の若 い学 生 た ちが この 冒濱 に

満 ちた文 章 を 目 にす るの か と思 うと，悲

しくて涙 が出 て きま した。

突 然， 悪寒 が 走 りま した。 心 の 中で ひ

とつの声 が したの です。「メ ッテ ィ，これ

を植 字 しては いけ な い。 も しそ うする な

らば， キ リス トを裏 切 る こ とにな る。」ま

た，別 の声 も聞 こえて き ま した。「あな た

が植 字 しな くて も， い ずれ は印刷 され る

こと にな るの よ。 この仕事 を すれ ば，来

月 の支 払 いが楽 にな るわ。」

私 は再 び， 力 を求 めて祈 りました。 あ

の 時 ほ ど頻繁 に祈 った こと はあ りませ ん。

私 は印刷 業 者 に電話 をか けて， 残 念で す

が この仕 事 はお引 き受 け で き ませ ん と伝

え ました。業 者 は大 変 驚 いた よ うで した

が ，先 方 で も原稿 を読 ん で いる暇 が なか

った こ とを認 め ま した。 そ こで私 は，不

快 な箇所 をお読 み しま し ょうか と言 って，

その文章 を読 んで 聞 かせ ま した。 す る と，

「何 か宗教 を信 じて いる ので すか」 と尋

ね られ た ので，教 会 員 として の 自分 の生

活 を手 短 に話 し ま し た。 業 者 は私 の 話

を尊 重 して くれ，「別 の 人 にそ の仕 事 を依

頼 します か ら，原稿 を返 送 して くだ さい」、

と言 いま した。私 は心 の 中で 「もう二度

と， この業 者 か ら仕 事 を受 ける こと はな

いだ ろう」 と思 いま した。

再 び， 母 と娘 と私 は断食 して祈 りま し

た。 何 の注文 も，仕 事 もな いま ま，4日

が過 ぎま した。 この悲惨 な数 日間，私 は

もう少 しで，仕事 を断 わ って しまった こ
の

とを後悔 す ると ころ で した。私 は主 に嘆

願 しま した。 そ して抗議 まで したので す。

「私 をお見 捨 て にな るお つ も りで すか
。

私 は什分 の一 を きち ん と納 め ま した。信

仰 の ため に，収 入 の ある仕事 も断 わ りま

した。何 が 欠 けて い る と言 われ るので す

か。 どう ぞ， お助 け くだ さい。」もし応 え

が な けれ ば， 子 供 た ちまで が次 の よ うに

尋 ねて い た ことで し ょう。 「お母 さん，主

が助 け て くだ さ らな くて も， 日曜 日に教

会 に行 くの は ど うして なの 。」

その翌 日，5日 目の こ とです 。堅 固 な

信 仰 を持 った母 で さ え， 疑 い を抱 き始 め

た頃 ，玄 関 の ベル が鳴 りま した。郵便 配

達 人 で し た。 「お宅 の郵 便物 が 多す ぎて，

2回 に分 けな き ゃ運 べ ませ ん よ。」そ う言

って， デ ンマ ー ク各 地 か ら届 いた大 口の

注文 を，8つ も持 って きて くれ ま した。

昼 夜働 い た と して も，6カ 月 はか か る量

の仕事 で す。

確 か に， 主 は私 た ちの ため に天 の窓 を

開 いて くだ さい ま した。 それ以 来，仕 事

が途切 れ た こと はあ りませ ん。 原稿 を返

したあ の業者 も，今 で は一番 の得 意 先 に

な って い ます。

あの こ とが あ って か らとい う もの， 私

も娘 た ち も， 什分 の一 を納 め るの がむ ず

か しく思 えた こ とは あ りませ ん。 と きど

き， 苦 しい時期 に誘 惑 を受 け る こと はあ 、

って も， 主 が惜 しみ な く注 いで くだ さっ

た祝福 を否 定 す るこ とはで きな いか らで

す。 また， 主 か ら教 え られ た次 の教 訓 も

忘 れ る こ とが で き ませ ん。 「収 入 を得 た

ら， まず什分 の一 を納 め な さい。」

*メ ッテ ィ ・ハ ンセ ン ・ロー は3児 の母

で， ソル トレー ク ・シテ ィー ワー ド部 の

聖 歌 隊員 を務 めて い る。

11



串奪串奪串奪串奪串奪串奪串奪串

教会の基本的な教えの中には，モ

ルモン経に記されていないものが

幾つかあるのに，なぜモルモン経

が 「完全なる福音』(教 義と聖約

20=9)を 載せていると冒えるの

ですか。光栄の3つ の段階，永遠

の結婚，前世における霊の存在，

死者のためのバプテスマなどの教

義が，モルモン経に含まれていな

いのはなぜですかo

串奪轟容串奪串奪麟索串奪串奪串

解答者

ダニエル ・H・ラ ドロー 、

(教会 コー リレー シ ョン委 員会

デ ィ レク ター)

12

イ
エ ス ・キ リ ス トは 二 一 フ ァ イ 人

に 向 か って， 「福 音 」 と い う言 葉

を次 の よ うに定義 され ま した。「見 よ，わ

れ はす で にわが福 音 を汝 らに授 け たるが，

その福 音 を言 い換 うれ ば次 の ごと し。 ま

ず わが父 われ をつ かわ した ま いたれ ば，

わ れ は父 のみ こ ころを行 わ ん とて この世

に来 れ り。」(III二 一フ ァイ27：13)そ れ

か ら救 い主 は，瞭 罪 に っ いて再 度 話 さ れ

ま した。 すな わち，悔 い改 めて， バ プ テ

スマ を受 け， 聖霊 を授 か り， 終 わ りまで

耐 え忍 ぶ こ との必要性 を説 かれ た ので す。

(III二一 フ アイ27：13-22参 照)

「福 音 」とは
， 「よきお とず れ」とい う

意味 で す。 つ ま り， イ エ ス ・キ リス トに

よ って， 私た ちが天 父 の み もと に帰 れ る

よ うにな った という，喜 ば しい知 らせ な

ので す。 イエ ス は， 罪 の ない完全 な生涯

と， ゲ ツセマ ネや十 字架 上 で の苦 難 を通
とが あがな

して， アダム とイヴ に よる最 初 の瞥 を購

われ ただ けで な く， 私 た ちが罪 の結 果 で

あ る霊 の死 か ら救 われ る よ うに して くだ

さ いま した。 また， 十字 架上 の死 と復 活

を含 む腰 罪 を通 して， 肉体 の死 とい う永

遠 の鎖 か ら私 た ちを解 き放 って くだ さい

ま した。

貝費罪 の これ らの効 力 は全 人類 に及 び ま

す が， 「よ きお と ずれ 」 に は それ に加 え

て，神 の み前 にた ち帰 るため に私 た ちが

しなけれ ば な らない こ とも含 まれ て い ま

す。 ペ テ ロ は そ の よ う な 原 則 を 幾っ か

教 え ました。ペ ンテ コ ステの 日に，「兄 弟

た ち よ， わ た した ちは， ど う した らよ い

の で し ょうか」(使 徒2：37)と 尋 ね られ

た と き， ペ テ ロは次 の よう に答 えた ので

す。「悔 い改 め な さ い。そ して，あな たが

た ひ と りび と りが罪 の ゆる し を得 るため

に， イエ ス ・キ リス トの名 に よって， バ

プ テス マを受 け な さい。 そ うす れ ば， あ

なたがたは聖 霊 の賜 物 を受 けるであろう。」

(使徒2：38)

ペ テロの この答 えは， 信仰 箇条 第4条

に相 当 す る もの です 。「われ らは，福 音 の

第一 原則 と儀 式 とは，第1， 主 イ エス ・

キ リス トを信 ず る信 仰， 第2， 悔 改 め，
ゆる

第3， 罪 の赦 し を受 くる ため に水 に沈 め

らるるバ プ テ スマ， 第4， 聖 霊 の賜 を授

か るた めの按 手礼 な るこ とを信 ず。」

救 い主 が 二一 フ ァ イ人 に与 えた次 の言

葉 は， 福 音 を最 もわか りやす く要約 した

もの の ひ とつで す。

「そ も そも
， 清 か らざ る もの は御 父 の

王国 に入 るこ と を得 ず。 信 仰 を し， すべ

て の罪 を悔 い改 め， 終 りまで誠 をつ く し，

以 てわ が血 に よ りて その衣 を洗 い し者 の

ほか には御 父 の安 息 に入 り得 る者 な し。
なんじ

さて， 世 界 の隅 々 に至 る者 た ち よ。 汝

らは聖霊 を受 け て聖 め られ， また終 りの

日に わが前 に罪 な し とせ られ ん ため に今

悔 い改 め， わ れ に来 てわ が名 によ りてバ

プ テ スマ を受 け よ。 これ 汝 ら に与 うる命

令 な り。

わ れ ま こと に， ま こと に汝 らに告 ぐ，

以上 はわ が福 音 な り。 わが教 会 に於 て な

すべ きこ とは， 汝 らす で によ く知 れ り。

す なわ ち，汝 らが見 たるわ が行 い を汝 ら

もせ よ。 これ らの こ とは汝 らも行 うべ き

こ となれ ばな り。」(HI二一 フ ァイ27：19-

21)

「完全 なる福 音」 の本 質 は
， この簡潔



L

し

1
モルモン経の中にはバプテスマの原則が教えられています。しかし，幾つかの

儀式は後の世になって明らかにされました。

な聖 句 の 中 に見 られ ます が， さ らに詳 し

い説 明 が モル モ ン経 の至 る とこ ろに記 さ

れ て い ます。 それ らの聖 句 を通 じて， モ

ル モ ン経 は腰 罪 の教 義 と， 福 音 の基本 的

な原則 と儀 式 を明 らか に強調 し， 説 明 し

てい るの で す。 それ に従 う人 々 は， 日の

光栄 の王 国 で神 の み前 に とど まる こ とが

で きるで し ょう。 です か ら， た とえ昇栄

に必要 なす べて の儀 式 に ついて 記 され て

い な くて も， モル モ ン経 には完 全 な る福

音， す な わち 「よ きお とずれ 」が載 って

い る と言 える ので す。

次 に2番 目の質 問 です。 な ぜ モル モ ン

経 に は，教会 のす べ ての教 義 にかか わ る

教 え が含 まれ て いな いの で し ょうか。

有 能 な作 家 は，作 品 を書 く とき に， そ

の 目的 と読 者 とを心 に描 い て いる もの で

す。 したが って， なぜ あ る教 えが書 か れ

て いて， ほかの教 えが書 か れて い ない の

か を理 解 する には， モ ル モ ン経 の著 者 の

目的 を知 る ことが大 切 で す。

モルモ ン経 の おもだった4人 の著者(版
へんさん

を刻 ん だ人 また は編 纂 した人)は ， 二一

フ ァイ， ヤ コ ブ， モル モ ン， モロ ナイ で

す。 この4人 はい ずれ も， イ エス ・キ リ

ス トに直 接会 った証 し人 で す。 二 一フ ァ

イ とヤ コブ は，肉体 を受 け る前 の イエ ス・

キ リス トの訪 れ を受 け(II二 一 フ ァイ11：

2-3参 照)， モル モ ン とモ ロナ イは，復

活 した イ エス ・キ リス トの訪 れ を受 け ま

した。(モル モ ン1115;イ テル12：22-

39参 照)さ らにモ ロ ナイ は， 肉体 を受 け

る前 の キ リス トに関 して， ジェ レ ドの兄

弟 が残 した証 を記 しています。(イテル3：

9-16参 照)こ の よう に4人 の兄弟 たち

の記録 は， キ リス トの神 性 を力強 く証 し

て いる ので す。

4人 の著者 はそれぞれ，記 録 のお もな 目

的 は人々 を キ リス トに導 くこ とで ある と

指 摘 して います。 目的 のひ とつ として，

彼 らの記録 が「ユダ ヤ人 の記録 」、(1二 一

フ ァイ13123参 照)で あ る聖 書 の教 えに

対 す る 「もうひ とつ の証 」 にな る こと を

あ げた著者 もい ます。 けれ ど も，福 音 の

教 え と儀 式 をす べて網 羅 す る こ とを 目的

とした著 者 は， ひ と り もい ませ ん。事 実 ，

彼 らが しば しば述 べて い る よう に， モ ル

モ ン経 に は， キ リス トを信 ず る ため に必

要 な事柄 と，記録 す るよ う に霊 感 を受 け

た り命 じ られた りした事柄 だけ が記 され

て いるの で す。(1二 一 フ ァイ19：2;II

二一 ファイ2812;31：1;32：7;ヤ

コブ1：19;皿 二 一 ファイ26：12;30：

1;モ ルモ ン519-13;8：1;イ テ

ル8：20;13：13参 照)

簡 潔 な例 を取 りあ げて， この4人 の著

者 が キ リス トに関 す る知 識 に つ いて述 べ

た言 葉 に注 目 して み ま しょ う。

二 一フ ァイ ニ 「だ か ら私 た ちが力 をっ

く して書 き記 す のは， 自分 た ち の子 孫 と

兄 弟 た ちを説得 して キ リス トを信 じさせ

・るた め であ 〔る
。〕… …私 た ちは キ リ

ス トの こ とを話 し， キ リス トの こ とを喜

び， キ リス トの こ と を説教 し， キ リス ト

の こ とを予言 し， また私 た ちの 子孫 に ど

こに罪 の赦 しを求 め るか を知 らせ るため

に 自分 た ちが予 言 したこ と も書 くので あ

る。」(II二 一 フ ァイ25：23，26)

ヤ コブ ： 「私 たち が このい くっ かの言
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葉 を この版 にの せる の は， 私 た ちが もう

すで にキ リス トの こ とを知 って い るこ と

と， またキ リス トが 降臨 した もう何 百 年

も前 に私 た ちば か りでな く私 た ち よ りも

先 に出 たすべ て の聖 い予 言者 た ち も また，

す で にキ リス トの栄光 を待 ち望 んで い た

こと を兄 弟 た ちと子孫 たち に知 らせ る た

め であ る。」(ヤ コブ4：4)

モル モ ン ： 「その先 祖 の こ とを知 り，

自分 の罪 と悪事 と を こと ごと く悔 い改 め

て， イ エ ス ・キ リス トが神 の御 子 で あ る

こと を… …信 じな くて はな らな い， この

事 もよく知 れ。 ……

それ で あるか ら，悔 い改 めて イエ ス の

御名 によ ってバ プ テス マを受 け， また キ

リス トの福 音 を心 に捕 え よ。福 音 は この

経典 に記 されて あ なた たち に伝 わ るだ け

で な く， ユダ ヤ人 か ら異 邦人 に伝 わ り，

異邦 人 か らあ なた たち に伝 わ って行 く書

物 に も記 されて あ る。

この経 典 〔モル モ ン経 〕 を書 き記 した

の は ユダヤ人 か ら伝 わ る あの書物 〔聖 書〕

をあ なた たち に信 じさせ るため で あ る。

も しあな たた ちが その書物 を信 ず るな ら

ば この経 典 も信 ず る にちが い ない。 も し

この経典 を信 ずる な らば， あ なた たち の

先祖 の こ と， また神 の権 能 と力 とに よっ

て先 祖 の間 に なされ た驚 嘆 すべ き業 の こ

とを……知 るようにな る。」(モル モ ン7： 『

5，8-10)

モ ロナ イ ： 「私 は これ らの事 を あ なた

たちが忘 れ な いよ う にすす め る。 なぜ な

らば， あ なた たちが神 の法廷 で私 と逢 う

時 が… …来 て， そ の時主 な る神 が 『この

人 の書 き しわ が言葉 は… …汝 らに宣 べ伝

え しにあ らず や』 と あな たた ちに仰 せ に

な る… … か らであ る。… …
み もと

キ リス トの御 許 に来 て キ リス トに よっ

て全 くなれ。 一・…

も しあな たた ちが神 の恵 み を受 け キ リ
ちか ら

ス トによ り完全 な者 とな って，神 の能 力
め ぐ み

と権能 とを否定 せ ぬ な らば，神 の恩 恵 を
こうむ

蒙 リキ リス トに よ り聖 め られ，御 父 の 誓

約 の中 にあ るこ と， す な わ ちキ リス トが

血 を流 した もう た ことに よ りあな た たち

は罪 の赦 しを受 けて汚 れ を除 かれ聖 くな

る。」(モ ロ ナイ10：27，32-33)
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4人 の著者 は， 真 の教 会 が地上 か ら取

り去 られ，不 信仰 な時代 を経 た後 ，終 わ

りの 日に彼 らの記録 が世 に出 る こ とも知

って いました。(II二一フ ァイ25：3-23;

26：16-24;ヤ コブ4：4，13-16;モ

ル モ ン8：25-35;モ ロ ナイ10124-34

参 照)こ の よう に，4人 の 目的 は， 教会

貝 になったあとで受 けるはずの福音 のすべ

ての教 えと儀 式 を伝 える こ とで はな く，

私 た ち をキ リス トと真 の教会 に導 くこ と

だ ったの です。

モル モ ン は，様 々な版 を抄 録 した と き

の経緯 を説 明 して， す べ ての こ とを記録

す るの は不 可能 で あ る と述 べ てい ます。
じ せき

「私 の民 の事 蹟 はその百 分 の一 さえ も書
ノ

くことが むつ か しい。」(モ ル モ ン言1：

5)そ れ に もかふ わ らず， モ ルモ ンをは

じめ とす るお もな著者 た ちは，イ エス ・キ

リス トを証 す る とい う明確 な使命 を忠実

に果 た したの です。

主 ご 自身が指摘 され た よ うに， 主 は神

の子 ら と共 にみ業 を進 め る とき，「言 葉 に
いましめ

言葉 を加 え，誠 命 に誠命 を加 えて …… こ

こ にも少 しく教 え， か しこ に も少 しく教

え」られ ます。(II二一 フ ァイ28：30)1830

年4月6日 ， この神 権 時代 に教会 が回復

され た とき，現在 私 たち が受 けて い る儀

式 の 多 くは， まだ教 会貝 に与 え られて い

ませ んで した。 た とえば， この質 問 に出

て くる事 柄 につ いて，-詳しい教 えを含 む

啓 示 が与 え られた の は， 以下 に示 す よ う

に， ず っと後 にな って か らな ので す。

1.光 栄 の3つ の段 階 に関 す る詳 しい教

2.

3.

4.

え は，教 義 と聖 約 第76章 にあ るが，

この啓示 が 与 え られ た の は，1832年

2月16日 で あ る。

永遠 の結婚 に関 す るお もな教 義 と指

示 は，1843年5月(第131章)と1843

年6月(第132章)に 与 え られた 。

・前世 での 霊 の存在 に関す る教 え は
，

教 会 設立 後か な りた って か ら， ジ ョ

セフ ・ス ミス によ って与 え られ た。.

1844年4月 の総 大会 で， この教 義 に

関 す る最 も重要 な声 明の ひ とつが 出

され た。(「予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス

の教 え」pp.342-62参 照)

死者 のた めのバ プ テス マ に関す る教

え は，主 として1841年1月(第124章)

と1842年9月(第127，128章)に 明

らか に され た。

イ エ ス ・キ リス トも地上 にお られ た と

き， 「言葉 に言葉 を加 え」られて福 音 を身
まつた

につ けて い かれ ました。「彼 は始 め に完 き
め ぐみ

を受けずして絶えず恩恵に恩恵を加えら
しか

れ， つ い に完 きを受 け しな り。而 して，

か くて彼 は神 の子 と呼 ば れた り。 そ は，

最初 より完 きを受 け しにあらざればな り。」

(教義 と聖 約93：13714)

主 は，「言葉 に言葉 を加 え，誠 命 に誠命

を加 え」(II二 一 フ ァイ28：30参 照)ら れ

て学 ぶ とい う原則 につ いて， 次 の よ うに

言 わ れ ま した。

「われ これ らの こ とば を汝 ら に告 ぐる

は，汝 らわ が言 う と ころ を聞 きて礼 拝 の
さと

方 法 を覚 りて知 り，礼 拝 す る もの を知 り，
しか

か く して わ が名 に よ りて御 父 に来 り， 而

して 時至 りて御 父 の完 き を受 けんが た め

な り。 … …

而 して， 人 も し彼 の誠命 を守 らず ん ば

完 きを受 くることなし。」(教義 と聖約93：

19，27)

これ らの原則 は， 生 ける予 言者 に は真

の教 会 の会 員 の ため に，聖 霊 の力 に よ っ
こころ

て 「主 の意 」 と 「主 の精 神 」 を受 け る資

格 が ある， とい う教 義 と一 致 してい ます。

(教義 と聖約68：4参 照)ま た この教義

は， 信仰 箇 条第9条 に も表 わ れて い ます。

「われ らは
，す べ て神 の これ まで に啓示

した まい し こと， す べ て今 啓示 した もう

こと を信 じ， なお今 よ り後， 神 の王 国 に

つ きて 多 くの偉大 に して重要 な るこ とを

啓 示 した もう こ とを信 ず。」

これ らの教 えや教 義 は，予 言者 ジ ョセ

フ ・ス ミス の次 の言葉 と も一 致 して い ま

す。福 音 の原則 は 「聖 な る書物 やモ ル モ

ン経 に基 づ く もので， 人 が 日の光 栄 の王

国 に入 るた めの唯 一 の道 で あ る。」(「予 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミスの教 え」p.16〉 した

が っ て， モル モ ン経 に記 されて い る完 全

なる福 音 と は， 人 が 日の光 栄 の王 国 で神

の み前 に入 るに ふ さわ し くなる ため に守

る必要 の あ る， これ らの教 えを意 味 し七

いる ので す。



彫奪串奪串奪串奪串容串奪屹奪串

モルモン経には，神はひとりだけ

であって，'しかも霊のお方である

と取れる聖句があ りますが，'どう

説明すればよいでしょうか。

串奪串奪串奪串奪串奪串奪串奪串

解答者

ロイ ・W・ドクシー

(十二使徒評議員会事務局補佐，

ブリガム・ヤング大学宗教教育学部

名誉学部長)

モ
ル モ ン経 を 読 ん で い る と， 神 会

ド

に 関 し て 末 日聖 徒 の 教 義 と一 見

矛盾 す るか の よ うな聖 句 に出会 い， 戸惑

いを覚 え る ことが あ ります。 しか し， モ

ル モ ン経 の全 編 を貫 く教 えに照 ら し，前

後 の文脈 か らそれ らの聖 句 を判 断 すれ ば，

少 し も矛盾 して いな い ことが わか ります。
へ

すな わ ちモル モ ン経 は， 父 な る神 と御 子

イエ ス ・キ リス トと聖霊 が別 々 のお方 で

あ り， 御 父 と御 子 が霊 の お方 で はな い と

教 えて い るので す。

「袖 は一つ よ りも 多 いか」

この質 問 は アル マ書第11章 に関連 して

聖徒 の道/1986年5月 号

よく出 され ます。 その章 に は，敵 対者 ゼ

ー ズ ロムが宣 教 師 ア ミ ュレク に論 争 を挑

む くだ りが描 か れ てい ます。

「ゼー ズ ロム は善 を破 ろ うとす るた め

に悪 魔 の はか りごと に熟練 して いる男 で

ある か ら 『お前 は私 の質 問 に答 えて くれ

るか』 と言 った ので あ る。

それ に対 しア ミュ レクは 『も し答 え る
うち

ことが私 の 中 にあ る主 の 「みた ま」 に か

な うな らば答 えるが， 主 の 「み た ま」 に
な

か なわ な いな らば私 は何 に も答 え ない』

と言 った。 す る とゼー ズ ロム はア ミュ レ

クを試 み て 『見 よ， ここ に銀 六 オ ンタイ

ある。 汝 が も しも全 能 の神 が な い と言 う

な ら私 は これ を みな汝 に や ろう』 と言 っ

た。 一

ゼ ー ズ ロムが また 『それ な らば， 汝 は
まこと

生 け る真 の神 が あ る と言 うのか』 とき く

と， ア ミュ レクは 『さよ う， 生 け る真 の

神 は ま します』 と答 えた。

そ こで ゼー ズ ロムが 『神 は一 つ よ りも

多い か』 と問 う と，

ア ミュ レクは そうで は ない と答 えた。

またゼ ー ズロ ムが重 ね て 『それ で は ど

う して それ らの こ とを知 って い るか』 と

きく と，

ア ミュレク は 『天使 が私 に示 し た』 と

答 え た。」(ア ル マ11：21-22，26-31)

ア ミュ レク の言葉 を理解 す るに は， そ

の背 景 となる事柄 を十分 に知 る必要 が あ

ります。 二一 フ ァイ人 の先祖 であ る イス

ラエ ル人 の多 くは， 歴 史 の大 半 を通 じて，

エ ジプ トや カナ ンの異教 の神 々 に心 を寄

せて き ま した。 モル モ ン経 には， ゼ ー ズ

ロ ムの住 む アモ ナイ ハの 民が具 体 的 に ど

の よう な背教 的思 想 を受 け入 れて い たの

か，記 され て いませ ん。 しか し， 先祖 の

イ ス ラエル の民 の一部 がそ うで あ った よ

うに， アル マ の時代 の背 教 した二 一フ ァ

イ 人の 中 に， 偶像 崇 拝者 が い た こ とは明

らかで す。 ア ミュ レクの同僚 アル マ は，

大 判事 と教 会 の大祭 司 を兼 任 してい た と

き，教 会員 を信 仰 の あ つい堅 固 な民 に し

よ う と努 力 しま した。と ころが，「教会 に

属 して いな い者 は魔 法 を使 い， 間違 った

神 を拝 」ん で いたの です 。(アル マ1：32)

や が て背教 の 問題 が深刻 化 して きた ため，

アル マ は判 事 の座 をほ かの人 に譲 り，「自

分 が そ の民 で ある 二一 フ ァイ人 の中 を巡

って あ る いて，神 の道 を民 に宣 べ伝 え」

ま した。(ア ル マ4：19)

アル マ は宣教 師 として巡 り歩 くう ちに，

偶像 礼拝 に陥 って い る民 が大勢 いる こ と

に気 づ き ました。 た と えば， ゾ ー ラム市

の民 は 「主 の道 を曲 げ， また その支 配 者
いざな

で ある ゾー ラ ムが人 々 の心 を誘 って物 の
ヨ

言 えな し～偶像 を拝 ませ」 て い たの です。

(アル マ31：1)

以 上 が， アル マ とア ミュ レクが ゼー ズ

ロム と相 対 す る まで の背景 で す。 この観

点 か ら見 れ ば， ア ミュレク の答 えは完全

に理 解 で きます し， もちろ ん，正 しい こ

とが わ か ります。 すな わち， ただ ひと り

の 「生 け る真 の神 」 が ま し まして， 人間

の造 った偽 りの神 々の 中 に並 ぶ ものは な

い， とい う ことな ので す。

もち ろん ア ミュ レク は，神 会 には3人

の別 々 の お方 が お られ， 目的 に おいて一

致 してお られ る こ とを理解 して い ました。

で す か らゼ ーズ ロ ムに向 か って，「あらゆ

る人 が… …一 つ の永遠 の神 会 を成 す お方，

す なわ ち御 子 な る キ リス トと父 な る神 と

聖 霊 との法廷 に召 され る」 と宣 言 した の

で す。(ア ル マ11：44)御 子 と聖 霊 は， そ

の 目的 や使 命 や栄光 にお いて 「生 け る真

の神 」 とひ とつ にな って お られ ます か ら，

お三方 はま ぎれ もな く 「一 つの永 遠 の神

会 」 を構成 して お られ るの です。

ア ミュ レク とゼー ズ ロム の話 が終 わ る

と， ア ルマ は 「ゼー ズロム 〔が〕 ア ミュ

レクの言葉 に言 い破 られ た……様 子 を見

て ゼー ズ ロム に話 しかけて ， ア ミュレク

の言 葉 を証 明 し， ま たア ミュ レクよ りも

さ らに一歩 進 めて くわ しく聖文 を解 き明

し， また ア ミュ レク の話 さ なか った こ と
きか

まで も説 き聞 せ た。」(ア ル マ12：1)

ア ル マは ゼー ズ ロム に 「一 歩進 め て く

わ し く」 説 明す る 中で，神 会 の概 念 を一

層 明確 に して い ます。

「神 は その御 子 の御名 を通 して人 々 に
そなわ

勧 め た もう た。・(これ がす なわ ち備 って い
あがな

る頗 いの計 画 で ある)す な わち 『汝 らも

し悔 い改 めて そ の心 をか た くな にせず ば，
ひとりご

われはわが生む独子によりて汝らを憐む
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べ し。 よ りて悔 い改 めて その心 をか た く

な にせざ る者 は， わ が生 む独 子 に よ りて

罪 の赦 しを得 さす る憐 み を求 む る権 利 を

受 く。』」(ア ルマ12：33-34。 下線 筆者)

ここで 明確 に され た真 理 は， 神 とその

独 り子 が別 々 の お方 であ る， とい うこ と

で す。 これ は， アル マ と ア ミュ レクが ゼ

ー ズ ロム と交 わ した議 論 の 中で 明 らか に

され てい ます。 また興味 深 い のは， ひ と

りの 「生 ける真 の神 」 に関 す るア ミュ レ

クの言葉 が， 同 じよ うな状況 の中 で語 ら

れた パ ウロの言 葉 とよ く似 て い る ことで

す。 パ ウロ は コ リン ト人 に，次 の よう に

語 って い ます。「わ た したち は，偶像 な る

ものは実 際 は世 に存在 しな い こと， ま た，

唯 一 の神 の ほか に は神 が な い こと を， 知

ってい る。

とい うの は， た とい神 々 と いわれ る も

の が， あ るい は天 に， あ るい は地 にあ る

と して も， そ して， 多 くの神 ， 多 くの主

が あ るよ うで はあ るが，

わ た したち に は， 父 な る唯一 の神 の み

が います ので あ る。 万物 は この神 か ら出

て， わた した ち も この神 に帰 す る。 また，

唯 一 の主 イエ ス ・キ リス トの みが い ます

ので あ る。万物 は この主 に よ り， わ た し

た ち もこの主 によ って いる。」(1コ リン

ト8：4-6)

パウ ロ もア ミュ レクの よう に， 唯一 の

神 ， す なわ ち御 父 の存在 を宣 言 し， 同 時

に， 主 イエ ス ・キ リス トの神 性 に関 して

証 を述 べて い るの です。

モル モ ン経 には，御 父 と御 子 が は っ き

りと区別 して描 か れて い る箇 所 が あ り ま

す。 た とえば，復 活 した キ リス トが二 一

フ ァイ人 にみ姿 を現 わ され・る直 前 に，次

の よう に宣 言 す る御 父 の み声 が聞 こえて

きま した。「わが喜 ぶ愛 子 を見 よ。われ は
よ

これに由 りて す で にわが名 の栄 光 を示 し

ぬ。 わ が愛 子 に聞 け。」そ こで群 衆 が 「ま
くに

た天 を仰 ぐと，天 か ら一 人 の男 の方 が降

りた もうの が見 え」，1そのお方 が御 子 イ エ

ス・キ リス トで した。(HI二 一 フ ァイ11：

7-8)こ れ と同 じ ような 出来事 が， 聖
へんぽう

書 の 中で は， 救 い主 の バプ テ スマ や変 貌

につ いて の記録 に見 られ ます。 天 父 はい

ずれ の場合 も， 天 か ら語 りか けて， 地 上
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の イエ スを ご 自分 の愛 子 と して認 めて お

られ るの です 。(マタ イ3：17;17：5参 照)

神 会 が 目的(人 の救 い)に お いて ひ と

つ で あ るこ とは， モル モ ン経 と聖書 の両

方 に説 明 され て い ます。 モル モ ン経 に よ

れ ば，復 活 した イエ ス は次 のよ う に祈 ら

れ ま した。

「父 よ， われ は世 の ため に祈 らず， た

だ その信仰 の厚 き故 に父 が世 の 中 よ り選

び 出 してわ れ に加 えた ま える者共 のた め

に祈 り， か れ らが われ に よ りて清 め られ

ん こ と と， また父 がわ れ にい ます如 くわ
あ

れ もか れ ら に在 りてか れ ら と一 つ に な り，

か れ ら によ りてわ が栄光 を示 さん こ と を

ね が う…… 。」(HI二 一フ ァイ19：29)

また，救 い主 はパ レスチ ナで み業 を行

なわれ た と きに も， 同 じよ うな祈 りを捧

げ られ ま した。 聖書 に その祈 りが記録 さ

れて い ます。(ヨハ ネ17：11，21-22参 照)

イエ ス はい ずれ の場合 も， ご 自分 と御 父

が存在 や実 体 におい てで は な く， 目的 に

お いて ひ とつで あ る ように， す べて の弟

子 が 目的 をひ とつ に して一 致 で きる よう

に と祈 られ ました。

「神の 御 子 は永遠 の父 で ある か』

ゼー ズ ロムは論 点 を は ぐらか そ うと し

て， 「神 の御 子 は真 の永遠 の父 で あ るか」

と尋 ね ました。

ア ミュ レク は これに答 えて言 い ま した。

「さ よ うであ る。神 の御 子 は天地 と天 地

の間 にあ る万物 との永遠 の 父で あ る。神

の御 子 は始 め に して また終 り，最 も前 に
のち

して また最 も後 で あ る。

また神 の御子 はその 民 の罪 を蹟 う ため

に この世 に降臨 し， その名 を信 ず る すべ

ての者 の罪 とが を負 い た もう。」(ア ル マ

ll：38-40)

モル モ ン経 は， イ エ ス ・キ リス トが神

の御 子 であ る と同時 に， い くつ かの点 に

お いて，私 た ちの父 で もあ られ る こ とを

明 らか に して い ます。 まず ひ とつ には，

イエ スは御 父の指 示 の下 に この世 界 を創

造 され た ので， 天地 の 父で あ られ ます。

た とえば， ベ ンジ ャ ミン王 は次 の よ うに

言 明 して い ます。「この お方 は神 の御 子 ，

天 地 の父， 創世 の時 か ら万 物 を造 りた も

うて い る造 り主 イエ ス ・キ リス トと呼 ば

れ… … る。」(モー サ ヤ3：8。 下線 筆者)

これ は新 しい教義 で はあ りませ ん。 聖

書 の 中の予 言 者 た ち も，御 子 が天 と地 の

造 り主で あ る と証 して い ます。 ヨハ ネ は

次 の よ うに証 しま した。 「す べ て の も の

は， これ によ って で きた。 で きた もの の

うち，一 つ として これ に よ らない もの は

なか った。」(ヨ ハ ネ1：3)パ ウロ も，

「万 物 は
， 天 に ある もの も地 にあ る もの

も…… み な御 子 にあ って造 られ た」 と宣

言 しま した。(コ ロサ イ1：16)し か し，

御 子 が天 父 の代 理 人 と して働 かれ た こ と

は明 らか です。 パウ ロ はエペ ソ人 に宛 て

た手紙 の 中で， 「イエ ス ・キ リス トによ り

万物 を創 造 され た神 」(欽定 訳 工 ペ ソ3：

9)と い う表現 を用 いて い ます。

イエ ス ・キ リス トは別 の点 で も父 で あ

られ ます。福 音 を受 け入 れ た人 々 は， 主

との新 た な関 係 に おけ る養 子 縁組 と誓約

に よ り， イエ スを父 とす るので す。 ア ビ

ナ ダ イは この関係 に触 れて， 予 言者 とそ
こうえい

の言 葉 に聞 き従 う人 々 を 「御 子 の後 喬」

と呼 んで い ます。(モー サ ヤ15110-13参

照)ベ ンジ ャ ミン王 も悔 い改 めた 二 一フ

ァイの民 に向 かい，この関 係 を明 らかに し

ま した。「お前 たち の結 ん だ誓約 の た めに

お前 たち はキ リス トの子 と呼 ばれ， キ リ

ス トの息子 や娘 と呼 ばれ る。 それ は今 日
あらた

キ リス トがお前 た ちの精神 を新 に生 みた

も うたか らで あ る。 お前 た ち はキ リス ト

の御 名 を信 ず るか ら自分 の心 が改 まっ た

と言 う。従 って， お前 たち はキ リス トに

よ り生れ て その息 子 や娘 とな った。」(モ

ー サヤ5：7)こ の よ う に
， イエ ス ・キ

リス トは養子 縁組 によ り，義 人 の父 とな

られ るので す。

イエ ス ・キ リス トが父 で あ る もうひ と

つ の理 由 は， イエ ス には永遠 の御 父 を代

表 す る権 能 が授 け られ て いる こ とです。

復 活 した キ リス トは二 一、フ ァイ人 に向 か

って，御 父 と御 子 とはひ とつ の神 会 をな

すの で，御 子 の み名 に よっ て御 父 に祈 れ，

と教 えて お られ ます。(m二 一 フ ァイ20：

31，35参 照)パ レスチ ナの弟 子 た ちに も，

「わ た し と父 とは一 つ であ る」 と教 え ら

れ ま した。(ヨ ハ ネ10130)し か し同 時
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に，「父 が わ た し よ り大 き い か た で あ る か

ら で あ る」(ヨ ハ ネ14：28)， 「わ た し は 父

の名 に よっ て きた」

べ て お られ ます。

ヨ ハ ネ5143)と 述

神 は霊の お方 か

モ ル モ ン経 を読 む 人 の中 には，神 を「大

霊 」 と呼 ん でい るふ た つの聖 句 に関心 を

持 つ 人 が い ます。 しか し こ こで も， そ れ

らの聖 句 の 背景 を理解 す る ことが大切 に

な ります。

ア ンモ ンが レー マ ン人の 王 ラモ ー ナイ

を教 えた と きの様子 が乳 次 の よ うに描 か

れて います 。1「ア ンモ ンは… … まず，王 は

神 の ま します こ とを信 ず るか と たずね た。

王 は答 えて 『われ はそ れが何 の ことだ

か わ か らな い』 と言 った。

そ こで ア ンモ ンは， 王 は大霊 のあ る こ

とを信 ず るか と聞 くと，

王 が 『その通 り大 霊 は信 ずる』 と答 え

たの で，

肇

騰 難…

醒1欄顎 螺
再

騨講

…難

鑛^阿

麟、騰

……　購
§
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騨
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ア ンモ ンは， 大 霊 はす なわ ち神 で あ る

と言 〔っ〕 た。」(ア ル マ18：24-28)

次 は， アンモ ンの 兄弟 ア ロ ンが， ラモ

ーナ イ の父 の王 を教 えて い る場面 で す。

「王 は ま た 『神 とはわれ わ れの先 祖 を エ

ルサ レムの地 か ら導 き出 した あの大霊 で

あ るか』 とた ずね たの で，

ア ロ ンは王 に答 えて 『その通 り， あ の

大 霊 の こ とで あ って， そ の方 は天地 にあ

る すべ て の もの を造 りた も うた… …』 と

言 った。」(ア ルマ22：9-10)

ア ンモ ン とア ロ ンは， それ ぞれ の状況

の 中で， 神 に関 す る王 た ちの定 義 を単 に

受 け入 れ た に過 ぎ ませ ん。 王 た ちが基本

的 な真理 を幅 広 く学 んで， さ らに詳 しい

知 識 を理 解 で きる よう にな る まで は， そ

れ で十分 であ る と考 えた か らで す。

で は， この ふ た りの宣教 師 は誤 った教

義 を教 えたの で し ょうか。 そ うで はあ り

ませ ん。 ど ち らの王 も， 「大霊 」が天 と地

にあ る万物 の造 り主 イエ ス ・キ リス トで

聖徒 の道/1986年5月 号

1

ジ ェレドの兄弟はまだ肉体を

受けていないキリストの霊体 ・

を見ました。

ある， と教 え られ て い ます。 当時， エ ホ

バ として知 られて い たイ エ ス ・キ リス ト
の

は， まだ 肉体 を受 け て いな い霊 の お方 で

した か ら， 万物 の創 造 主， 「大 霊」と呼 ぶ

こ と もで きたの です。

た だ しモル モ ン経 は，神 が霊 の存在 で

あ る とす る見解 を一掃 し， 御 父 と御 子 が

肉体 を持 つ お方 で ある とい う教 義 を明 ら

か に宣 言 して います。 た とえば， ジェ レ

ドの兄 弟 は， まだ 肉体 を受 けて いな いキ

リス トの霊体 を見 ま したが， その とき主

は次 の よ うに言 われ ま した。「汝 らが わが

形 にか た ど りて造 られ たる こ とを今汝 は

見 ず や。 最初 に一 切 の人 々 はわ が形 にか

た ど りて造 られ た り。

見 よ， 今汝 が見 る この体 はわ が霊体 な

り。 われ は わが霊 の体 にか た ど りて人 現
そな

わ るる と同 じ形 の 肉体 を具 えて わが民 に

もまた現 わ れ ん。」(イ テル3：15-16)

それ か ら2，000年 後 に，エ ホバ は その霊

に肉体 をま とっ て この世 に誕生 され ま し

た。こ う して，「人 が は じめ に造 られ た形

と同 じ… …神 の形 」 を受 け られ たので す。

(モー サヤ7：27)

復活 した キ リス トは， エル サ レム とア

メ リカ大 陸 の弟子 たち を訪 れ た と き， ご

自身 の脇腹 に手 を差 し入 れ る よう に， ま

た手 足 にあ る釘跡 に触 れ る よ うに と言 わ

れ ま した。(ヨハ ネ20：27;HI二 一 フ ァイ

11：14参 照)そ レて二 一フ ァイ 人へ の訪

れ が終 わ りに近 づ いた と き， す で に復 活

体 とな った主 は 「われ は今 御 父 の も とへ

行 く」(皿 二一 フ ァイ27：28)と 言 われ ま

した。

モル モ ン経 は，書 き記 す ことの で きた

事 柄 の 「百分 の一」 も収 め られ て いな い

抄 録 版 です が(モ ルモ ン言1：5参 照)，

神 会 に関す る正 しい教 義 を含 め，イエ ス・

キ リス トの完 全 なる福 音が収 め られて い

るので す。
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七十人第一定員会会員

ジ ョン ・K・カー マ ック

そ
れ は金 曜 日の晩 で， しか も韓 国の

ソ ウル 市 にあ る合 衆 国 第8陸 軍司
「

令 部 の給料 日で した。 私 は 日中 ず っと任

務 につ いて いた ので， 夜 は読書 を した り，

手紙 を書 いた り， 自分 の好 きな こ とを し

て 時間 を過 ご して いま した。

給 料 日は大歓 迎 なの です が，兵 隊 の 中

に は，特 別 手 当 の現 金 を ク ラ ブ で 浪 費

して大騒 ぎす る者 がい ま した。 そ の晩 も

就寝 時 問が近 づいた頃 に，酔っ ぱ らった3

人 の兵 隊が， 騒 々 しく営 舎 に入 って き ま

した。

陸軍 の粗末 な施 設 は， 第2次 世 界 大戦

以前 に 日本 の 占領 軍 が建 て た もの で した。

その兵 隊 たちが部 屋 に入 って きた途端 ，

それ まで の平 安 と静寂 は ど こかへ消 え て

しまい ました。私 は騒 々 しレ】侵入 者 か ら

顔 を背 け る と読書 を続 け，一 変 レた部屋

の雰 囲気 を無 視 す る こ とに しま した。

ひ と りで静 か に して い たい と思 って い

た とこ ろ，3人 の 中で背 が高 く顔 だ ちの

よ い兵 隊 が私 を仲 間 に入 れ よう と， よ ろ

けな が らベ ッ ドの方 に近 づ い て来 ました。

「何 を読 んで い るんだP」 「ジ ョン・スチ

ュアー ト・ミル の伝 記 だ よ。」 そ う答 えな

が ら顔 を上 げ て 相 手 を 見 た 途 端， そ の

兵 隊 が アル マ ・ア ンダー ソ ン(仮 名)で

あ るこ どがわ か りました。小 さ いけれ ど

互 い に気心 の知 れ た ソウ ルの教 会 で， 一

緒 だ った男 で す。 アル マ も私 に気 づ いた

よ うで した。

アル マ は， ひ ど く取 り乱 した様子 で背

を向 ける と，私 か ら離 れ よ うと し ました

が， 反対 に私 の方 へ倒 れ込 ん で しま い ま

した。「アル マ，2，3カ 月 前 のグ ルー プ

集会 で 君 を見 か けた よ。」

「あ あ
，覚 えて る よ。」アル マは気乗 り

し な い様 子 で 答 え ま した が ，戸 惑 い が

顔 に出 て い ました。 そ して突 然 こう言 っ

たので す。 「教 義 と聖約 を知 って るだ ろ。

知 恵 の言 葉 を読 んで くれな いか。」私 は教

義 と聖 約 を取 り出す と第89章 を開 けて，

「強 き飲料 は腹 のた め にな らず」(教義 と

聖 約89：7)と い う節 を含 めて， 知 恵 の

言葉 として知 られ る啓 示 を一詰 ずっ， ゆ

っく りと大 きな声 で読 み ま した。

「こんな こ と
， まだ ま しな方 さ。知 っ

ての とお り， お ふ くろ はおれ が伝 道 に出

る と思 って るけ ど，・も うだ めだ。」.

私 は 口 を は さん で 言 い ま した。 「アル

マ，君 はま だ伝 道 に出 られ るよ。 どうす

れば い いか知 りたい と思 わ ない か。」

「罪 深 い このお れが伝 道 に出 られ る と

本 気 で思 って るの か。 や って は いけ ない

こ とをすべ て や って きた んだ。伝 道 に出

るに は遅 す ぎ るの さ。」
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私 に は， 「すべ てや って き た」とい う言

葉 の意 味 が よくわ か りました。夜 にな る

と， 基 地 の中 に は同僚 た ちの姿 が あ ま り

見 られ な くな ります。彼 らの興味 が別 の

場所 へ 向 け られ る か らです。 アル マも同

じ こと を して きま した。 しか し， ほと ん

どの教会 員 はこ う した夜遊 びに は加 わ り

ませ んで した。

アル マ は翌 週 帰 国 す るこ とにな って い

まし た。 私 は， 彼 が犯 して きた罪 と， 救

い にか かわ る福 音 の計 画 を十分 に理解 し

た う えで， 自信 を持 って こ う断 言 し まし
の

た。「大 丈 夫，君 は伝 道 に行 ける。で も簡

単 な ことで はな い よ。」

私 は教義 と聖約 第58章42-43節 を開 い

て悔 い改 め につ い て読 み， 重 大 な罪 は神

権 指導 者 に告 白 しなけれ ば な らな いこ と

を話 しま した。 そ して， カ リフ ォル ニア

に着 い た らす ぐに監督 の ところへ行 く よ

う に勧 め ました。 そうす れ ば， 悔 い改 め

の過 程 を続 けて踏 ん で いけ るに違 い ない

か らです。

さら に， 重大 な性 的 罪 を捨 て る こと と，

二度 と同 じ罪 を繰 り返 さない こ とを，今

す ぐ決心 す るよ うに強 く勧 め ま した。 ま

た，悔 い改 め に は長 い時間 が かか るの で

忍 耐 が必 要 で ある こ とを強調 し， 彼 の罪

が主 の 目か ら見 て どん な に重 大 な もの で

あ るか を理解 す る ため に， アル マ書 第39

章 を読 む よう に提 案 しま した。最 後 に，

悔 い改 めの一 部 と して， 今 か ら生 涯 にわ

た って 同胞 に奉仕 する よ うに計画 しな け

れ ばな らな い こ とを説明 しま した。 そ し

て救 い主 の憐 れ み と瞭 いに つ いて話 し合

い， どんな に重大 な罪 を犯 して いて も主

か ら忘 れ去 られ る こ とはな い とい う点 を

確 認 しま した。 私 は次 の よ うな慰 めの 言

葉 を か けま した。

「だれ で も罪 を犯 す ごと はあ る し
，救

い主 の す ば ら しい憐 れ み がな か った ら道

に迷 って し まう。 だ か ら， キ リス トの血

によ って清 め られ る よ うに， 罪 を悔 い改

め な けれ ばな らな い んだ。 ア ルマ， 明 日

は土 曜 日だ。 夜 は一 緒 に過 ごそ う。 そ し

て 日曜 日に教 会 の礼 拝 に行 きた くなっ た

ら， 朝 の8時 に ここ に来 て くれ。」アル マ

は両 日と も来 る こと を約 束 して， その と

お りに し ま した。 日曜 日は神 妙 な態度 で，

終 日私 と共 に過 ご し ま した。私 た ちは霊

の糧 を豊 か に受 け，ア ル マ の中 に は希望
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あなたがもし主のみ業に戻りたの，

ぶ ざわ しくな りた月ど望 むな ら，
ド('

決じτ遅すぎるεとはありません。

主 ば憐れ み深 く，他さ し幻お方 τす。

の よみが え る兆 しが見 え て きま した。 そ

れか ら数 日間 のす ば ら しい軍 隊生 活 を終

えて， ア ル マは所属 のユ ニ ッ トヘ帰 る こ

と にな りま した。

月曜 日に， アル マ は別 れ のあ い さつ を

しに来 ま した。 それ か ら， 仁 川(イ ンチ

ョン)港 で待機 して いた輸 送船 に乗 って

太 平洋 を渡 り， 合 衆 国へ， そ して彼 の誇

りとす る家 族 の もとへ帰 っ て行 きま した。

私 はアル マ の こ とを思 い出 して は， そ の

後 ど うな ったか心 配 して い ま した。 そ ん

な ある 日， 次 の よ うな手紙 が届 きま した。

「親 愛 な る ジ ョンヘ ・

私 の こ とを覚 えて くれ て い る と思 い ま

す。付 き合 い は短 か ったけ れ ど，君 は私

の人 生 に いつ まで も消 えな い影響 を与 え

て くれ ま した。 これ か ら もそ うだ と思 い

ます。 ど う して あ の晩君 に話 しか け る気

にな った のか，今 考 えて も不 思議 です。

で も1，そ の こと にとて も感謝 して い ます。

あの晩語 り合 った こ とが， 人生 の ひ とつ

の転機 に な りま した。 あれ か ら生活 は良

い方 向 に変 わ って き たか らで す。

私 は， 最善 の生 き方 がや さ しくは ない

こ とを知 りま した。 で も今 で は，末 日聖

徒 として の生活 に大 きな喜 び を感 じてい

ます。 カ リフ ォル ニ アに戻 る とす ぐに，

監督 と話 を しま した。数 カ月後 には， 十

二使 徒評 議 員 の ヒ ュー ・B♂ ブ ラウ ン長

老 か ら伝 道 の面 接 を受 け，『過去 の過 ち を

償 うため に， た く さんの こ とを期待 され

て い ます』 とは っ き り言 われ ました。 面

接 を終 えた と き，私 の心 は強 い決 意 に あ

ふれ て いま したる 土 曜 日に伝道 の召 しを

受 けて， す ぐ に伝 道本 部 へ行 きま した。

生 まれ育 った州 か ら一 歩 も出な いの で す

が， この召 しを本 当 に喜 ん で います 。

あ の晩 ，君 か ら励 まし と助 言 を受 けた

こ とを心 か ら感謝 して い ます。 あ の とき

はあ ま り良 い気持 ち は しなかっ た けれ ど，

君曙 馨瞬 れませ㊧・おそらも 舞

の出畿瞭辱導きだったのでしょうじ1本半1

に磯 齢 ま窮 勧 吻 に'ひ梅 騨

しています・1これからの姓 鱒 廟ご幸』

福 な もの とな るよ う析 、う宅 い ます。

「そ鰯 魔 況を蝦 蜘 ら壁 .ください.

君 からゐ手紙を待う'て協ますぎ .

お元気鶏

福音における兄弟より」

この手紙を読みながら，ア』ルマの悔い改

、めを助け蘇 め馬 鱒 わい 瑚 蔭識，
さわし喘 所暉 鱒 礎 れだこと撚，

≦、わかり審した。主のみ業に常に人崔通
しで浅 勲 鱒 の息子轍 醐 碇 成 ・

就ざれ鵠す。私の受けた報いは，純粋な1

心からの喜びでした，6'

次 嗜7，ルマ礁会フたのは 、(それが堆後

マしだが!・ロザ著サルス神殿でエンダウ

メ'ン・トのセ該ションが始ま1るのを待うて

.1噸 と緯 》衝 葬 ヘカ レヌカ薗入って

「，』構.め で嘆。，私たちは憐がしい軍隊時代
嫉 人と堕 い欄 し麹 蝉 の群

し宥)?か 噸 を抱き釧 墜 し弊 ア・

ルマは伝道が成功したことを手短に話 し

解 幣'睡 ・1騨曝 成 簡勤 こ彰
1で はな か った でし よう が，r.専任宣 教 師 と

』し⑩ 恥 を果たし鰹 と嘩 ηと拶

・を感 罎て いる 様子 で した。'かつて アル マ

岱蕊 う麟 ぎ轄 鞠 騨 晒 牟魁

搾レて埠マぎる、こ鑑爆褥かつ葬のです。「教会解 嘩 し購 麺 馨 んに
・遣

づ き りとお伝 え じます 。.皆さ んが も し主

の み業 に戻 り1たい，∫ふ さわ しくな りたい

と望 む な ら， 決 して遅 す ぎる こ とはあ り

ませ ん。 主 は憐 れ み深 く1や さ しい$方

です 。も ちろ ん， 重 大 な罪 を犯 してい るr

場 合 に偉 ，、罪 を犯 した こ とを認 碕 宅苦 し

み，1慰自し，鱗嘗いをし，忍耐し，生涯奉

仕す牽ξ1い.う沫章をするなど，苦痛の伴

う幾ッ1かめ負債を安払わなければなりま

せ ん。 一番 よ恥 の は1畢 の 暗黒 を もた ら

す
、よう な蔦 肇 礁海 して手 を染 め な い こど

で録 鯵 鰭 騨 罪観 ていささカyも.
.こ雛 許すを霧幽 濾 なり・さりなが房

、鰍 礁 麟 沸 者は赦さ欄
(教灘 、聖綿零3輪 鋤1匙 え騨 あ

.つても，憐 麟 きんを愛薩 紡 糧 の
で す 。

、若煙 皆さん・私たちに贈 さん力鱗
要ぞす。μどうぞ圭、に仕えてください。克

服し轡 オ葵ばタらない重大な罪のある人

は，心に痛みを掌え霧7?ら い経験をする[

ことに鱒1か も興 ま髄 尋 かしそれ

でも，・伝道{に出 た、ことを後悔しないでし

ょう譜 謝 鋤 け鰐 鞍 が罪郷 め・

1主への信仰奄願憾 悔)改 めてバプテ、ス
マを牽けると》た疹，

、その≧きの喜びは，遇
去め苦レみや苦労を補って余りあるに

墨1あ 階 せ ん・溜 さん が人 々 の生活 に

徐 々 に注 ぎ込 む祝 福 属 ・や がて永 遠 の も

の となっ て，一，皆 さ1んの生 活 に も喜 び を も

た らすで し ょう。「そ して その喜 びが さ ら

に喜 びを生 んで，一決 して尽 きる こ とが な1
弟

い で し よ う 。

奔あ，悔い撃めて，主に仕え骨ため嗜
戻 って ぎマ尽 だ さ、い。 主 は あな た を愛 し

てお られヂ 教会 はあ な た を必要 として い

ます。 誤 ったロプライ ドを捨 てて，、今 す ぐ

に悔 い改 ⑫ の道 を歩 む ため に，監 督 や支

部 長 と面 接 の約 束 を して くだ さい。 あ な
あ

た はその報 い と して，「この世 に在 りて は

、平 和 を得， 次 の世 に在 りて は永遠 の生命

を得 」 るで し ょ う。(教 義 と聖 約59：23)

・皆 さんの 中に は
， 犯 した罪 の重 さや罪悪

感 のた め櫓 あ るい、は悔 い改 めた人 を赦

した いと望 んで お られる 主 の、思い を理解

して いな いた め に，希 望 を失 い，1伝道 を 、

あき らめ た人が少 な くな い と、思い'ます。

私 は心 から 申 しあ げ ます。決 して遅 す ぎ 一

る唱こ とは あ りませ ん!
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かすれた声
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涙のしずくを

弁解 しつつも

感動に

声をつまらせ

言葉を続 ける

「神ぱ生 きτおられます

私は知 っτのます」ど

大の男力ぐ

泣 くのを見τ
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ども私は
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そ しτ，輝 く涙ど

ふるえる心Z

彼を見つめる

なぜなら

私も弱の人間ど

知っτ幻るから
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教
会 員 に な る と， 私 た ち は生 活 の

う えで大 き な変化 を経 験 し， 日々

新 たな チ ャ レン ジに直面 します。興 味 深

いこ とに，私 はス テー キ部大会 の訪問 先

承遠の生命を

得 る編ζは

で，昇 栄 ， つ ま り永遠 の生 命 を得 る に は

何 をす る必要 が ある のか， 大勢 の教 会 員

か ら質問 を受 け ます。

そ こで何 が昇 栄 の土 台 と なるの か示 し

た表 を， ここに紹 介 した い と思 います 。

アジア地域会長会第一副会長

ヤ コブ ・デ イヤ ガー

この表 が 多少 で もそ の ような質 問へ の答

え になれ ば と願 って い ます。 どの よ うな

男性 も，女 性 も，次 にあ げる土 台 を持 た

ず に， そ うした高 め られ た状 態 に到達 す

る こと はで きませ ん。 啓示， 聖典 に対 す

雛 羨 観 ㎜

撒Il匿、 劇 田

予言者やそのほかの神権指導

者にもたらされた啓示を受け

入れると同時に，個人の啓示

をも求める。

個人の啓示を受け，家族にも

それを受ける方法を教える。

信仰箇条第9条 を実践するよ

うに教え，励ます。

聖典の中の教えと戒めを調べ，
家族の祈りを定期的に行なう

ように教え，指導する。また，
神権会や日曜学校で，純粋な

耀1 薦覇i1!1　離慾襲 辮 そ れ ら に 従 う
。iIliliI

δ つ に 教 ス」 干日導9る0ま ノー，

家 族 と 一 緒 に聖 典 を 学 ぶ 。
教義と正 しい原則を教える。

蕪1韓旨 鷺.

一一一

轡，1'II，IIII，藷'!'IIII!II'liiiIIII縣 息子が神権を受けられるよう

闘，隔蕪III鱗 召
Ill…1!i!lili!II垂

懸…'1'1，一 蕪'

各人が聖なる神権を受け，そ

，顯，一 れを尊ぶ。
に，また，家族が神権を尊べ

るように準備させる。

神権者を見守り，共にあって

彼らを強める。

酉'!i…ilIlili!il，講蕪'1'…IIill薫1'li

蜜蓋'..箒
神聖な儀式を受け，交わした

誓約を誠実に守る。

神殿の儀式を受けられるよう

に家族を備え，そこで交わし

た誓約を忠実に守る。

悔い改めて個人的にふさわし

くなるように励ます。また，

ふさわ しさを判断する。纏難 鱗 印

IIIIilllI

"1

・魎，舗 幽 〆…lIIII
人々を教え，強める賜，また，

奉仕する神聖な賜を伸ばす。

奉仕のためにみずからのオ能

と賜を伸ばすように家族を助　
け る 。

一人一人に，奉仕のための機

会と励ましを与える。

一一

悉1'llliII

神の戒めに従って，これを守

り，終わりまで堪え忍ぶ。一

戒めを守るように，愛の精神

をもって家族全員を励ます。

聖餐会，ステーキ部大会，総

大会などで会員に向けて話を

する。

聖 徒 の 道.ド1986年5月 号 ローカル1
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る十 分 な知 識,男 性 と女性 の双 方 に もた

らされ る神 権 の祝福(女 性 は神 権 を与 え

られ ません が,神 権 の もた らす すべ ての

祝福 にあず か る ことがで きます),神 聖 な

諸儀 式,個 人的 な才 能 や賜 を伸 ばす こと,

そ して もちろん,戒 め を守 る こ とが あ げ

られ ます。

さて,昇 栄 につ いて考 えてみ ます と,

これ は常 に個 人 的 な事 柄 で あ る ことが わ

か ります。 しか し,も し恵 まれ て末 日聖

徒 の家庭 を持 って い るな らば,父 親 は家

族 を強 め るた め に,自 分 の義 務 と責任 を

果 た す ことが で きます。 この点 に つい て

も先 の表 で採 りあ げ ま した。 さ らに,教

会 も,神 権組 織 や補助 組 織 を通 して個 人

が永 遠 の生命 を得 られ る よう に援 助 で き

る ことは,言 う まで もあ りませ ん。

末 日聖 徒 イ エス･キ リス ト教会 の使 命

の ひ とつ は,聖 徒 を全 き者 とす る こ とで

す。 教会 の初 期 の頃,ジ ョセ ブ･ス ミス

はなぜ あの よう に完全 に民 を治 め てい る

の か質 問 を受 けた折,後 世 の模範 とな る

.答 え を残 し ました
。｢私は人 々 に正 しい原

則 を教 え,人 々 にみず からを治 め させ る。｣

で す か ら,末 日聖 徒 の課 題 は,最 良 の書

物 を通 して主 の方法 を で きる限 りた くさ

ん学 ぶ こ とにあ ります。

この メ ッセー ジが,聖 徒 を全 き者 とす

るた め に正 しい原則 を教 え る うえで,い

くらか で も役 立 つ よ うに祈 り,願 って い

ます。

イエ ス･キ リス トの福 音 の律 法 と儀 式

に従 い努 力 す るこ とに よ り,救 い と昇 栄

が得 られ るこ とを証 い た します。 また,

これ は御 父 のみ前 に戻 るた め にすべ ての

人々 に与 えられ た責任 で あ る こと を証 い

た し ます。以 上 の こ とをイ エ ス･キ リス

トのみ名 によ って証 い た します。 アー メ

ン。

耐匹
r

嚢
選
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ア ジア地域

勤職唾

フロンティア

新たな宗教的伝統を

築く開拓者の地

内醐 ､内

ジア は 教 会 の 中 で｢最 も 人 を 引

ア き つ け,発 展 の 速 い,取 り組 み

が いの ある フ ロン テ ィアの地｣に 数 え ら

れ る。 これ は地 元 か らの宣 教 師が次 々 と

送 り出 されて い く中 で,明 日へ の土 台 が

築 かれて い るか らで ある。

戦後,日 本伝 道部 が開 設 され て か ら,

ア ジア は教 会 に とって 冒険 に満 ちた,し

か し報 いの大 き い開 拓 の地 とな った。 こ

う語 るの は ウィ リアム･R･ブ ラ ッ ドフ

ォー ド長 老で あ る。 アジ ア地 域会 長会 は

事 務 局 を東京 に置 き(7月 か らは香港 に

移 転 す る),日 本 は も と よ り,韓 国,台

湾,香 港,タ イ,フ ィ リピ ン,ミ ク ロネ

シア,グ ア ム,イ ン ドネ シア,マ レー シ

ア,シ ンガポ ール,ス リラ ンカ,イ ン ド

各国 の伝 道 部 な らび にス テー キ部 を管理

して いる。

鴎
罰

● ア ジア地域 会 長会(左 よ リヤ コ ブ･デ ィヤ ガー 第一 副会

醜1轍 灘i醗…長
,ウ ィ リアム･R･プ ラ ッ ドフ ォー ド会長,キ ー ス･W･

ブ ラ ッ ドフ ォー ド会 長 は,副 会 長 を務

め る七 十 人 第一定 員会 会 貝 のヤ コ ブ･デ

ィヤガ ー長老 お よ びキ ース･W･ウ ィル

コ ックス長老 と共 に,75の ス テー キ部 と

23の 伝 道 部 の管理 に当 たっ て いる。1949

年 には わず か数 名 を数 える だけ で あっ た

この地域 の教 会員 が,現 在 で は25方 人 以

上 を擁 する まで にな っ た。

｢これ は
,ブ リガム･ヤ ング大 管長 が

亡 くな った1877年 当時 の3倍 以上 にあ た

ります。｣ヤ コブ･デ ィヤ ガー 副会 長 は そ

う語 る。

ブラ ッ ドフ ォー ド会 長 の話 に よれ ば,

ア ジアの会 員 の大半 は,親 が教 会員 で な

い人 た ちで ある。

教 会 幹部 に召 され る以前,ワ シ ン トン

神 殿 の設計 者 グル ープ の ひ と りで あ った

キー ス･W･ウ ィル コ ック ス副会 長 は,

次 の よ うな話 を聞 かせ て くれ た。｢今ア ジ

アで は,日 本,台 湾,フ ィ リピン,韓 国

の4力 国 で神殿 が業 務 を行 なって い ます

が,そ の神 殿職 員 の ほ とん どが,地 元 の

教会 員 で す。｣

さ らに,こ の地域 には現在3,000人 の 専

任宣 教 師 が伝 道 に従 事 してお り,そ の 内

の約 半数 は アジ アの出 身 で ある。｢こう し

た地 元 の宣教 師 たち は,将 来 に備 えて指

導者 と しての素 地 を築 い て いるの です 。｣

ブラ ッ ドフ ォー ド会 長 は こ う付 け加 えた。

事実,地 元 の聖徒 た ちは すで に指導 的 な

立場 にあ って働 いて いる。

フ ィ リ ピンで は教 会 が非 常 な速 さで成

長 して い る。 この国 の伝 道部 は,世 界 中

で最 も成 功 を収 め て いる伝 道部 の 中 に数

え られ る。 昨年(1985年)1年 間 だけ で

も,フ ィ リピン にあ る4つ の伝道 部 を合

2ロ ーカル
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撫 麹
ハ ン･イ ン･サ .ン

韓国教会員

の｢宝｣

噸

シ ェリー･ア パ ン ト撮影

臨
臨懸
纏

モルモン経を韓国語(八

ングル)に 翻訳し,韓 国

人として最初の伝道部長

を務めた

ジアの あ る国々 で は,特 定 の 人々

ア .が｢人 間 国 宝｣に 指 定 さ れ る 。

彼 らはその 国の芸 術 的 また は文化 的伝 統

に著 しい貢献 を して いる人 々で あ る。

教会 の 中 に｢人 間国 宝｣を 指 定 す る制

度 はな いが,あ る とす れ ば,ハ ン･イ ン･

サ ン(47歳)こ そ,そ れ に値 す る人物 で

あ る。

過去 に地 区代 表 を務 め,現 在 は韓 国 に

お ける教会 管 理本 部 の地 区 マネ ー ジ ャー

を務 め るハ ン長老 は,｢一 流｣と い う言 葉

にふ さわ しい人 で ある。

ハ ン長 老 は,韓 国 人初 の専 任宣教 師 と

して伝 道 に出,そ の間 にモ ルモ ン経 を韓

国語(ハ ングル)に 翻 訳 した。 また,1975

年 か ら1978年 まで の間,韓 国プ サ ン伝 道

部 で,こ れ も韓 国 人 と して最 初 の伝 道部

長 を務 め た。

身長165セ ンチの,物 静 か で控 え 目なハ

ン長老 は,自 分 自身 を｢逆 境 の 中か ら遂 に

福 音 の幸福 をつか ん だ男｣と 言 う。

朝鮮 戦争 の勃発 した1950年,ハ ン長 老

は12歳 で あ った。 この とき を境 に,彼 は

辛苦 の人生 を歩 んだ。

｢あ の頃 の ことは今 思 い出 して もつ ら

くな ります。｣ハン長老 はそ う語 る。年端

もいか ない少年 が,母 親 と7人 の幼 い弟
まき

や妹 の ため に食糧 と薪 を集 めて こな けれ

ばな らなか った ので あ る。

｢な ぜ 自分 が韓 国 に生 まれ て きた のか
,

なぜ これ ほ ど困難 な境遇 の下 に生 まれた

のか,私 には わ か りませ んで した。｣ハン

長老 はそ う語 る。 しか し,そ の よ うなハ

ン少 年 に も,人 生 の 目的 を見 い だす とき

がや って来 る。

｢学 生時 代
,私 は学校 で青少 年赤 十 字

団 の委員 長 にな りま した。 引 き継 ぎ を行

な った前任 者 の少年 が末 日聖徒 だ ったの

です。彼 は私 に教会 を紹介 し,MIAに

連 れ てい って くれ ま した。 当 時 は校 舎 の

中で集会 を行 な って いた ので す。1956年

の ことで した。

彼 らは ほか の人 々 と まった く違 っ てい

ま した。 人 生 や幸福,永 遠 の家 族 に つい

て語 って い ま した。 それ まで私 が信 じた

こ とのな い もの ばか りで した。 以前 私 が

ドイ ツ語 を習 い始 め た とき,最 初 に 口に

出 して学 んだ文 が 『空 は青 く,人 生 は美

しい』 とい う もの で した。私 は吹 き出 し

て しまい ま した。 あ ま りに も馬鹿 げ てい

たか らで す。 そだ は,飢 えや貧 困,寒 さ

を知 らな い人 々だ けが話 す言葉 だ,と 私

は言 いま した。

しか し,福 音 を学 ん で か ら私 の態 度 は

変 わ りま した。 暗 い夜 や嵐 の 日で あ って

も,人 生 は現 に美 しいので す。｣

ハ ン･イ ン･サ ン は伝 道 に出 た い とい

う強 い望 み を持 った。 こ う して彼 は徴 兵

4ロ ーカル

の ため兵 役 に服 して い る間 に,伝 道 の 召

しを受 け たの で あ る。27歳 の ときで あ っ

た。

ハ ン長老 は,韓 国 で3番 目に大 きい都

市 テー グへ宣教 師 と して赴 任 した。彼 は

この地 で伝 道 に励 むか たわ ら,監 督長 老,

支 部長,セ ミナ リーの教 師 を務 め,ほ か

の宣教 師 た ちの た めに韓 国語 の教 師 もし

た。

｢そ う した責任 すべ てが重 な っ て
,体

に無理 が生 じて きま した｣ハ ン長 老 は語

る。｢私 は肝 炎 を患 い ま した。当 時肝炎 は

韓 国 人 に は珍 しい病気 で した。私 は軍隊

に2年 半 も在 籍 してい ま したが,病 気 に

か か った こ とは一 度 もあ り ませ ん で した。
てつこんどう

健 康 には 自信 が あ った し,胎 拳道(韓 国
　あ

の護 身術)で は黒帯 を持 って い ました の

で,病 気 を した ことで非 常 に悩 み ま した。

私 は療養 の ため に ソウル に送 り返 され

ま した。 モ ルモ ン経 を韓 国語 に翻 訳 す る

責 任 はその とき に与 え られ たの で す。 翻

訳 の話 を聞 か され た私 は,翻 訳 が終 わ っ

た ら 自分 の命 も終 わる だ ろ うと思 い ま し

た。 た だ その責任 を果 たす ため に だけ,

自分 の生 命 は保 た れて い るの だ と思 った

の です。私 は 『主 よ,な ぜ私 を』 と,つ

ぶ や いて い ました。 周 囲 を見回 せ ば,私

よ りはるか に能 力 のあ る人 々が大 勢 い た

か らで す。

しか し,私 はそ の責 任 に取 り組 み ま し

た。私 は終始 病 身 の ま ま,翻 訳 を し ま し

た。 お 陰で,も とも と大 き くない体 が12

キロ近 くもやせ,洋 服 は2回 も仕 立 て直

さな けれ ばな りませ ん で した。

主 は私 に様 々 な才能 と言葉 を授 けて く

だ さ い ました,私 が青 年 だ った頃,韓 国

は 日本 に 占領 され てい ま した。 当時私 は

す で に 日本語 を話 す こ とが で き ました。

で すか ら,だ れ か 日本 政 府 の役 人 と交 渉

の必要 があ る と きは,い つ も私 が呼 ば れ

ました。

私 は野 心 がわ きあが って くるの を感 じ

な いわ け には い きませ んで した。 しか し,『

主 は私 を謙遜 に させ て くだ さ いま した。

病 気 が重 くな る と,私 は ひざ まず き,自

分 の知 識 で はな く主 に頼 らなけ れ ばな ら

な か ったの です。 私 の病 気 は それ以上 に

悪 くな る こ とはあ りません で したが,翻
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浅間玄也兄弟(前横浜ステーキ部長),
地区代表に召される

魏

1難
鐸

浜 ス テ ー キ部 長 と して7年 半 に

横 わた。てその責任。務めて,た

浅 間玄也 兄弟(51歳)が,2月10日,七

十 人第一 定員会 会 員,ア ジ ア地域 会 長会

第 二副会 長 のキ ー ス･W･ウ ィル コッ ク

ス長 老 に よって地 区代 表 に任命 され た。

また翌 日,札 幌 地 区 と仙台 地区 を担 当

して いた 田中健 治長 老 が7年 間務 めた地

区代 表 の責 任 を解 かれ た。

浅 間 玄也長 老 の担 当 は,東 京地 区(東

京･東 京南･東 京西･町 田･横 浜 ス テー

キ部),静 岡地 区(静 岡 ス テー キ部)で あ

る。 これ に よ り,東 京地 区 と静 岡地 区 を

担 当 して い た相 良健 一長 老 は,田 中健 治

長 老 が受 け持 って い た札幌 地 区 と仙台地

区 を担 当す る ことに な る。

新 た に召 され た浅 間玄也 長老 は,こ れ

まで に副 地方部 長,監 督,高 等評 議員,

副 ス テーキ部 長,ス テ ーキ部長 を歴任 し,

長年 にわた り指導 的立 場 に あ って責任 を

果 た して きた。現 在,日 網 石 油精 製株 式

会社 に勤 務 し,効 率化 推進 プ ロ ジェク ト

チー ムの マネー ジャー の地位 にあ る。

ま た妻 の照子 姉妹 との 間 には2男2女

が 恵 まれ たが,長 女 の加 奈子姉 妹 は,昨

年名 古屋伝 道 部専 任 宣教 師 と しての任 期

を終 えた。長 男 の大 介兄 弟 は現在,南 米

チ リの コ ンセプ シオ ン伝 道部 で伝 道 中 で

あ る。

浅 間玄 也長 老 は今 回 の新 た な責 任 につ

い て次 の よ うな感想 を述 べ て いる。｢私は

末 日聖徒 とな って か らこれ まで,福 音 の

中 で生活 する こ とを楽 しんで き ま した。

いろいろな経験 をいたしま したが,い つ も

神様 の導 きを頂 き,心 の 中に平安 と満足

感 が あ りま した。私 は福 音 を心 か ら愛 し

て い ます。今 は残 された人生 を神 様 と人 々

にお仕 え して,自 分 を捨 てて働 い て いき

たい と願 って お ります。｣

横浜ステーキ部長会再組織される
新ステーキ部長に田中靖也兄弟

3
月9日,七 十 人第一 定 員会 会 員,

ア ジ ア地 域 会 長 会 第 二 副 会長 で

あ る キ ー ス･W･ウ ィル コ ック ス長 老

管 理 の 下 に,横 浜 ス テ ー キ 部 大 会 が 開

かれ ま した。 その席 上,こ れ まで7年 間,

ス テー キ部 長 と して その責 任 を果 た して

こられ た浅 間 玄也兄 弟 が先 に地 区代 表 に

召 され た ことか ら ステー キ部長 を解 任 と
せい

な り,新 た にス テー キ部長 と しで 田 中靖
や

也 兄弟(写 真 中央,横 浜 第2ワ ー ド部),

第一副 ステーキ部長 に佐倉 井正 彦兄 弟(写

真左,大 船 ワー ド部),第 二副 ステ ーキ部

長 に遠藤 大兄 弟(写 真 右,横 浜 第2ワ ー

ド部)が 召 され ました。

横 浜 ス テーキ部 の 目標 は,前 ステー キ

部長 会 の 目標 を引 き継 ぎ,3年 後 に横 浜

南 ス テー キ部 を,5年 後 に川崎 ステー キ

部 を設 立 す るこ とです。 これ を達 成 す る

愈轡
W

J
集
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ため に,

1.会 員伝 道 に よ り,教 会(福 音)に

関 心 のあ る人 を紹 介 す る リフ ェラ

ル プ ログ ラ ムの継 続

2.伝 道 と直結 した教 会活 動 の実施

3.会 員 に よる街頭 伝 道

の3項 目 をさ らに推 し進 め て い きま す。

そ の ほかの横 浜 ス テー キ部 の神権 役 員 は
のうみ ともたけ

以下 の通 りです 。能 美知 威(ス テー キ部

幹 部 書 記),大 山 篤 司(ス テ ー キ 部 書む

記),長 沢俊 樹(ス テ ーキ部 書記 補助),
のぶかつ

野 田雄 司,山 口敏 男,太 田宜 克,稲 村利
まさはる

明,佐 藤 正 温,芹 沢 正,鈴 木 清 和,小 川

周一 郎,小 野塚 昭三 郎,西 条誠 司(ス テ

ー キ部高 等評 議 員)
,小 室敬(祝 福 師),

やま に た

塩隆 彦(横 浜 第1ワ ー ド部監 督),山 新 田

治(横 浜 第2ワ ー ド部 監 督),武 田敏 男(川
は の

崎 ワ ー ド部 監督),把 野 小松(上 大 岡 ワー

暴

宅

冊勢
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●新たに組織された横浜ステーキ部長会

ド部 監督),岩 波 信 夫(大 船 ワー ド部 監
しゆう

督),赤 塚 周(横 浜 中央支 部 長),山 下 栄

(小杉支 部長)〔敬 称略 〕(レポ ータ ー:横

浜 ス テー キ部 幹部 書 記･能 美知威)

6ロ ーカル



ム4邸一ロ

含
_{へr

/

/
/
!

律2`=～⊇麟肇葬署/(丑4e誰彰`(｢彰

罵o∫レ呈}｣‡…1劃咽⑦≡韓準;⑦由･縄の=～⊇曾

ゑ日士冒口豪轟掴隙彰`コ～2曾ゑ白↓倖9～2,(汐

4⑦坐劉聯耳`ユ雰酵⊃1告0ε鋼9鯨ユ翼逞

`(曾(今ユ41畢『一了訂由=919(})=～⊇受ゑ〃

<歯E護`ユG灘⊃1呈履4ρ蚕9<4講⊃1

勤4c禦ユ誓腿孝一壬×鰹寡智与孝剥申田

`
冬¢'y吾翠白禦(}魁罪1=～2曾鍵⊃IY寧1粒

。ゑ準白禦ユレ9(潔覇⊃1再竈

9(今二～(εz:1酵竈=～難罐)｢白茸(汐4§4γ

……律9悉/耳(}ユ翠ユ‡…1(吉G⑦雷冊ユ∩

甲⊃1～享4身曾障購寅～享4昇宰鎚`畢費鰹

⑫受魚手晋｣曾禦⊃1購竈二～難〕難認4宰1存

`鰹ゑ翠q…3隊母二～⊇茸肇;量f止罪1難戯

。4∩率勲禦∩由2｢庫晋¥:塑翼罪1智刻呆

士一壬∠阻=影`宙晋璽玉#尋:功口智腿

.ギー壬Z阻一甥｣⊃ゆ.巨判挫。4∩率算

α呈2｢(うミ～認〉ユq障1露(孚9二～白率禦

⊃1二～2⑦老`鮮ゑユ'y皐晋窪⑦面鍵⑦4

毒禦寧1簿晋塑翼｣4率`儲α呈二～｢ゑ率

勲禦∩畢94∩ユ壷牙鰹團翻。ゑユ(沙享

屋蝉4毒禦ア1誉～保ギー壬×雁皇｣。4∩皐勲

禦∩由2｢ゑ率【へ鶉94∩ユ⑦曾茸⊃IQ

夢鐸⊃1挫鰹…享｣`2⑫一蓼髪母=～⊇(〃ユ率壷

`埠4∩累チ潔∩由=～∩!吾率皐ユ罪1⊃1挫

。=¥∩率算q:呈二～`
,巨ユ潔隊～潔罪1⑦彫∩屋

ユ∩=～普腿ギー壬∠蝉…享`律勲歩054挫ユ

∩…を。孫∩翠台蚕母揖里1G喜白=～o孫翠

尉⑦…}`41蚕豪羅1里コ尉一Yラ04∩累

Gユ来(}{輝f⑦Yε21【¢雲1=～〉身21弓･聯

`自蜘4嬰塞9蝉罪智囲製ユG障コ潟毒

。4∩季白轡コ1薯9螺ユ41留暫弓⑦(Σq

ユ律9練身⊃1膣剴ll54拳胆1`ユq21担鍵壼

腿ギー壬×>9謂nユ∩彦。4∩準勲蚕

⊃甑と書曇一紫?挫。4∩睾白翠駅解i轟里1

。4∩;程白鼻

2｢⊃,9アゑ勲君α障身ユ∩璽:豪罪智:×

〃/森〔4μ4牽=～2(ひ留=～(う召`埠…F老

告目9霊ヲ9861/翼1(0義置匿

⊆｣～｣。ゑユ(2:⊇二～ゑ謬(う'百孕智曝士一壬

×(う∩蝶4律勲澱鰹…ξユ∩畢羅型Y-Y

一鰹i宗智∠〃K･[=･1rン4･ア1⊇⊇。=¥∩睾

白塁白Y⊃還i着引呆ギー壬×立⑦=¥∩率

皐工と》担鍵重腿ギー壬×〉古∩φ(商4⑦

劉素判挫。,巨率筥皐拳胆1蝉霧智×〃緑〔

4伊4･cゑ∩=～Ω弓≧捌呆葦`暴覇=～菖講

蓼抽匙(∂腿孝一壬×9く¢學6髄(〃日翻=F

。4∩零(今量=～(り4律梨(郭¢
【う量(〃2

`ユ⑦
,巨ユ}嫉ζ(今∩～遜注。⊇!∩ユニ～⊇⑦

ユ(剛琢ユG3⊃1菖尋〕勇絆1⑦螺∩孕=～=)茸

∩!⊇。2｢曾Q學ユG=F⊃1号》⑦ヨ×rl

士･と工身。自身ユ甲甲/(6為｣。4∩睾

白↓硅ユq喜零β0`ユ41幽母罷∩Y21習

彊⑦沓目。4∩率白幸コ1宗宰別推｢。影冒

塑翼罪1誉蝿士一壬∠艘=蛍`艇晋1≠尋房

判誉引呆ギー壬×陵一影｣。4∩率茎2囲Ψ

皐魚(トこf'⑦)嬢`彫翠∩【4∩。4∩累白準

騨埠農甲⑦(}Gqユ畢ユ畢酵鰹黎遙`ρ

胎露箪コ～曾Gユ∩母劉嚢(∂聖⑦ユ号¥

。螺∩翠(汐騨母尊掃(きΨ皐=～⑦老罪1推
.

。2｢⊃匹甲曾12α身ユ∩蟹孕罪誉×〃

慈〔4μ4･母;～⊇曾η(‡量?q箪`鰹…ξ

老92｣。ヲ∩翠白塁ユ∩!裂牽2⊇罪1挫

｢。2匹

f管η(平身亭229量'二～(へ首`5ぴ年老9

2。曾喫ユ…享ア11求妾｣。ゑ翠q呈ユ(､囲牽

=～2⑦去9く44r〕=▽,畠翠ln工`鰹享翠讐

9畢ユqcコ率⑦r[エ⊃14rエ▽吾ア1…ξコ･

潟瞥o#率∩蟄自聡回ε牽律⊇。ゑ翠難

ユG魯伴1･1rエ▽喜oゑ撃(∩呈2｢(今章毒

葦ヒユG暫｣ユ⑦G魚勲歩劇r【エ`埠ゑ累

q呈=～｢一巨準白鐸⊃12⊇`fl∩4CF。4

∩睾∩隊⊃1ρ歩ロ窪鰹4毒禦｣`ユG呈》担

⑦r【丁(今量=～謬⑦詳γ歩回鰹rlT罪14r工▽

兵。ゑ翠悌溜歩ロコ～｢ゴ4rエ▽喜`甲4rエ

ワ兵｣鰹年:二～曾qユ葦∫ユ習腿鰹4rエワ喜

ア裡1鷺⑦2。4∩率》肇ユ∩田母呈呈鰍是

≡蚕〔濠日1⑦宰雛=～是竈`ユ塁酵籔古罪1推

。ゑユ9コ=～(〃毒ε影=T2呈

4rエ▽吾測悌髪。4∩率(剛菓埠目ユγ螺

寮⊃1輩照9Ψ型鷺⑦4rエ▽吾蓄託勤十鋼ε

罪1挫`銘螺∩こL鈎鋼ZIア1(〃4甦⊃1尉蝦Y

ユ∩匙些'`白鰍¢尋菖講暴牌⑦潟薯⑦碧

蜴ギー壬×晶製判日騨⑦等¥⑦日翻平

。4∩翠G留=～(へ4健粟螺2

鋤。4∩睾畢ユG;ウ〉∩呈。=¥∩率雰ユ

G茸〉駈埠皐(言皐露⑦老｢y罫v認=～日i劉

宰`日謝Y`日翻目`∩【4∩。ゑユ9【¢

⑫り9鐸⊃1団腿ギー壬×⑦象=¥挫54Y源

蓬副(今∩α皐'Σ^コ～G(}。4∩零(う留=～(今

障q蚕⊃1･<〃吾=～G宰判畢(吉皐皐源観睾

黎γ⊇。4∩率∩県き～享茸21ウゑ`Ψ螺∩ ○

率塁鍵劉推｢。ゑユi雪嘔キー壬×(∂謡く7銘

鐸茸～牢｣oゑユ.(0(Σγ⊇團埠｣4>"ミ～ミ～9

.2。4∩ユ⊆甲母ψσG自2⊃1<6吾9

螺白螺禦日翻日(∂騨團醒1⑦考¥判挫

。ゑ率白9βユ∩櫻溜白fΨコ難易(ρ営尋4

6皐詳〉ユ∩射準)一∩2誉甥ギー

一壬×母(o(}茸9甲(:ρ推ρ4(∂《剛･

印劉中田

墓}暇ギー壬∠婆獣

｢2K;マ

曾しK!le9 む

孕?⊇⊆＼畠

?＼り首評王｣

。蕪F

曙嚢[P

礁堵

幽

oこP軍⑦耳耳号



各 地 の た よ り

は水野 家 や武蔵 野 家 に励 ま され て続 けて

お ります。 家族 で続 け る秘 訣 は,家 長 が

忍耐 す る ことだ と学 び ま した。

土 曜 日の夜,家 に帰 って か ら子 供 た ち

を集 め,ス テー キ部長 に召 され た こ とを

伝 え ま した。 良 くて も悪 くて もス テー キ

部長 の子供 として見 られる よ うに なる こ

とを伝 え,申 し訳 な く思 って いる と言 い

ま した。 しか しス テー キ部 長 の 子供 だ か

らと いって正 し くし よう と思 わ な いで ほ

しい し,間 違 いを して もか まわ な い。 た

だお 父 さん の子供 と して,神 様 の子供 と

して正 しくあ っ てほ しい と思 っ てい る と

伝 え ま した。 そ して明 日の大会 で支 持 を

受 け るが,そ れ まで秘密 を守 る よ うに,

秘密 を知 る と言 いた くな る誘惑 を受 け る

が,そ れ を守 る こ とは人 間 と して当然 や

らな けれ ばな らない こ とであ る と教 え ま

した。

日曜 日の朝,子 供 が断食 をす る と言 い

出 しま した。私 はなぜ 断食 をす るの か尋

ね ます と,お 父 さん のた め にす るの だ と

言 う ので す。私 は前 日断 食 を したの で,

そ の 日は断 食 を しな いつ も りで したが,

一緒 に断食 をす る こと に しま した。本 当

に家 族 に感 謝 してい ます。

私 は主 が生 きて ま します こ と,こ の福

音 が真 実 で ある こ と,末 日聖徒 イエ ス･

キ リス ト教会 が唯一 ま ことの教 会 で ある

こと を証 し ます。 イエ ス･キ リス トのみ

名 に よ り申 しあ げ ます。アー メ ン。〔3月

9日(日),横 浜 ステ ーキ部 大会｢一 般 大

会｣の お話 か ら〕
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レポーター 柳田聰子(東 京南ステーキ部大岡山ワード部)

月2日,東 京 南 ス テ ー キ 部 の 有

2 泉 芳 彦 高 等 評 議 員 か ら,｢ケ ン

ト･ギ ルバ ー ト兄 弟 が出 演 す るテ レ ビ番

組 に聖 歌 隊が 出 る こ とにな った か ら,来

週練 習 に集 まる よ うに｣と の連 絡 が あ り,

また監 督か らもその 旨の 発表が あ りました。

末 日聖 徒 の代 表的 な讃 美歌 であ る｢恐

れず来 れ聖徒｣の 曲 を タバ ナ クル聖 歌 隊

の編 曲で歌 うの です。 オー ケ ス トラ用 の

楽 譜 がな いので,編 曲 は違 い ますが フ ィ

ラデル フ ィア交響 楽 団が伴 奏 した テープ

と聖 歌 隊用 の楽 譜 をテ レビ朝 日の方 に預

けれ ば,オ ー ケ ス トラの 方が楽 団の た め

に採譜 して くだ さる との こ とで した。 そ

こ で2月9日 夜,テ レ ビ局 の 方 が 私 た

ちの第1回 目の練 習 を見 に来 られ た と き,

それ らを お預 け し ました。

東京 南 ス テーキ部 だ けで は 人数 も少 な

いので,ほ か の ステー キ部 に も連 絡,応

援 を お願 い しま した とこ ろ,横 浜 ス テー

キ部,東 京 ステー キ部 か ら も来 て くだ さ

い ました。練 習 や発表 が平 日の昼 間 や夜

な ので,参 加 を希 望 して も集 まれ ない 会

員 も 多か った と思 いま す。

放送 時 間 の都 合 で1,2,4番 の編 曲

を使 って,歌 詞 は1,3,4番 を歌 う こ

とにな り ま した。 それ に して も急 な話 で,

9日 の夜,パ ー ト練 習 と音合 わ せ,12日

は オー ケ ス トラ との 音合 わ せ,14日 本 番

とい うス ケ ジュール で した ので,11日 の

建 国 記念 日は休 日返 上 で,も う一度 渋 谷

ワー ド部 に集 ま って練 習 を しま した。12

日は東 京交響 楽 団 の練 習場 で オー ケ ス ト

ラに合 わせ て の練習 で す。 しか し午 後7

時 か ら9時 まで と聞 いて い た合 同練 習 も,

実際 に楽 団 と合 わせ て歌 っ たの は2回 だ

けで,も う よろ しい と言 われ た と きには

拍 子抜 け し,早 く帰途 に就 き ま した。 そ

れ で もこの とき は,大 勢 の オー ケ ス トラ

8ロ ーカル
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各 地 の た よ り

岩風 呂が あ って,の ん び り肩 まで つか っ

て いる と,体 が芯 まで 温 ま って きま した。

勇敢 な男性3人 は,雪 の 中 を露 天風 呂へ

入 りに行 った と,後 で聞 き ま した。

夕食後 は大 広 間で ゲー ム です。 ゲ レン

デで は50人 が一 同 に会 して何 か をす る こ

とはあ りませ ん し,2メ ー トル近 い スキ

ー を付 けて いて はお互 い に近 寄 るこ と も

あ りませ ん。 ゲ ーム とな る と,十 分 にス

キ ンシ ップ がで き ます。9人 の お友 達 も,

伝道 部長 のお子 さん も一緒 にな って大 い

に騒 ぎ ま した。

う間 に帰 る時 間が 来 て しま い ました。

教 会外 の:方々 も,そ れ ぞれ楽 しん で く

だ さった よ うです 。私 も長 年 の スキ ー仲

間 に誘 わ れて も,安 息 日の問題 で な かな

か付 き合 え なか った ので すが,今 回私 の

方 か ら スキー に誘 って｢借 り｣を 返 す こ

とが で き ました。彼 ら は私 に｢お もし ろ

か ったか ら来年 も連 れて い って くれ よ｣

と言 って くれ ました。

来 年 は もっ と長期 でや ろ う,ス ク ール

の ゼ ッケ ンを作 ろ うとか,バ ス を2台 い

っぱ い に しよ うとか,将 来 は公 認 の ス ク

ール に してバ ッジ テス ト(検 定 試 験)を

独 自でで きる よう に したい な ど,夢 を い

ろい ろ と膨 らませ て いま す。

岡崎 ワー ド部 と刈 谷支部 を中心 とす る

実行 委 員 の皆 さん,多 くの犠 牲 を払 い な

が ら奉 仕 して くだ さ った スペ シ ャ リス ト

の皆 さん,あ りが と うご ざい ま した。

(レポー タ ー:名 古屋 ス テー キ部体 育 デ

ィレク ター･伊 藤 好 文)

●名 古屋 ス テー キ部 ス キー ツ アー

スキ ー ツ ア ー 特 に ア フ タ ー ス キ ー

の時 間 が縁 になって結婚 に｢滑 り込 ん

だ｣カ ップル が過去 に何 組 か あ りま した。

(か く申す私 もその ひ と組 で す)今 回 も

その よ うなこ とが起 きれ ば,う れ しいの

です が… …。

翌11日 も,天 候 に恵 まれて 自由滑 降 を

楽 しみ ま した。 昨 日は転 んで もひ と りで

起 きあが れ なか った人 が,歓 声 をあ げな

が ら滑 り降 りて くる のを見 るの は,実 に

楽 しい もので す。

｢初 日は靴 も板 も重 くて
,つ ら くて,

何 もお も しろい こ とはな か った。2日 目

にな って や っと楽 しくな った と思 った ら,

す ぐに終 わ っち ゃった｣と 橋 本悦 子姉 妹

(春 日井 支部)が 言 うよ うに,あ っ とい
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大阪堺ステーキ部青少年による
｢第1回 フレンドシップ･カンフブレンス｣開かる

る2月11日,｢歩 も う 主 の 道,信

去 頼 の 輪｣を テ ー マ に,大 阪堺 ス

テーキ部 主催 の第1回 フ レ ン ドシ ップ･

カ ンファ レンズ86｣が 和歌 山 ワー ド部 を

会場 に開 かれ ま した。

｢青少 年 の ための プ ログ ラム を!｣と

い う熱 い声 が ステ ーキ部 を動 か し,7人

の青少 年 か ら成 る企 画委 員会 が組 織 され

ました。

｢心 をつ く して 主 に信 頼 せ よ,自 分 の

知識 にた よって はな らな い。 すべ ての道

で主 を認 め よ,そ うすれ ば,主 はあ なた

の道 を ま っす ぐに され る｣(箴 言3:5-

6)の テー マ聖 句 の下 に企 画委 員 会 は何

度 も会合 を重 ね,各 ワ ー ド部,支 部 の実

行委 貝 にプ ログ ラムの計 画,司 会 な ど細

部 を分 担,計 画 して も らい ました。

さて当 日は寒 風 の吹 く中,早 朝 に もか

か わ らず,会 場 の和歌 山 ワ ー ド部 に指 導

者 の車 に分 乗 した仲 間が 集 ま り始 め まし

た。最初 のプ ログ ラム,自 己紹介 の始 ま

る8時20分 には,出 席予 定 者28人 全 員 が

元気 に顔 を そろ え ました。 特 に大 阪伝道

部直 轄支部 の田辺支 部 か ら3人 の仲 間が

特別 に参 加 して くれ たの は,本 当 に うれ

しい こ とで した。

セ ミナ ー第1部 で は,｢デ ー トの標 準｣

につ いて講 師 の尾 崎兄 弟 と小松 姉妹 のお

話,堺 ワー ド部 の青 少 年 によ るデー トの

寸劇 が あ り,恥 ず か しさの 中 に も笑 い や

真 剣 な表 情 も見 られ ま した。

続 いて セ ミナー第2部 で は｢聖 典 を い

かに して よ く学 び実 行 で き るか｣の テー

マで,セ ミナ リー(大 阪)地 区指導 主事

の中野 政信 兄弟 のお話 を伺 い ました。 中

野 指導 主事 は,私 たちが 目標 に向 か って

前 進 す る とき,① 想像 力② 熱 意③ はっ き

りと ロに出 して 言 う こと④ 決 して あ きら

め な い ことの4つ が大切 で あ る と教 え て

くだ さい ま した。 この セ ミナ ーを通 して,

私 た ちが 目標 を達 成 で きるか ど うか は才

能 や能 力 に よる ので はな く,努 力 次第 で

10ロ ーカル
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各 地 の た よ り

結婚
私はこうして

伴侶を

決めました

高松ステーキ部高知ワード部

藤田 節 子

古 知 の地 に 宣 教 師 が 遣 わ され て4

同 カ 月後 の1969年,28歳 の と き に

バプ テ スマを受 け ま した。結婚 は神様 の

戒 め のひ とつ です けれ ど も,伝 道 所 で第

1番 目の,し か も適 齢期 を過 ぎて改宗 し

た姉 妹 にと って,結 婚 相 手 を見 つ ける こ

とは,と て もむず か しい ことで した。

当 時の地 方部 長 さん は｢教 会 で活発 に

働 いて いる姉 妹 に は神 様 の助 けが あ りま

す。現 にあな たの名 前 は地方 部長 会 で は

い つ もあ げ られて い ます。 しか しも うひ

とつ大切 な ことは,ほ かの支 部 を訪 問 し

た り,大 会 や特 別 プ ログ ラム に参 加 す る

な ど して,あ なた 自身 も相手 を見 つけ る

努 力 を しな けれ ばな りませ ん｣と 言 わ れ

ました。

バ プ テ スマを受 け た年 の夏,神 戸 の六

甲 で開 かれ たMIA(独 身成 人 プ ロ グラ

ム の前身)カ ンフ ァレ ンス に参加 したの

を皮切 りに,大 阪や神 戸 で開 かれ る近 畿･

四国 地方部 大会,日 本 中央伝 道 部大 会,

加 えてYWMIAキ ャ ンプな どに も積極

的 に参 加 す る ように し ま した。

振 り返 って み ます と,改 宗 した 当初 は,

いろい ろな事情 か ら教会 外 の 人 と もお見

合 いをして,相 手 を改宗 させてか ら結婚 す

るこ とも考 えて い ました。 その中 の ひ と

つ に,家 柄 も学歴 もよい キ ャプ テ ンパ イ

ロ ッ トとの お見合 い があ ります。

席 上 で,週3回 の教会 出席 と知 恵 の言

葉 を守 る こと を快 く認 め て くだ さっ たの

で,彼 もや がて はモ ルモ ンにな るだ ろ う

と安 易 に考 えて い ました。

その 当時 の こ とを次 の よう に記 録 して

います。｢私 は母 に,今 度 は結婚 す るつ も

りだ と話 した。数 日後,仲 人 さんか ら電

話 があ った。教 会 に行 くの は よいが,お

酒 が飲 めな い と親戚 つ き合 いが う まく い

か ない。 も しそれ を取 り消 せ な けれ ば,

この話 はそ ち らか ら断 わ って もら いた い

と。

今 まで に何度 かお見合 い を したけれ ど

も,こ の よ うに条件 の整 った 人 は初 めて

だ。 この 人 こそが神 様 か ら与 え られ た相

手 だ と思 って い た。 だか ら次 の 日か ら断

食 を始 め た。本 当 に主 が与 え られ た結婚

だ った らき っと結 ばれ る と思 った。 しか

し断食 を始 め て間 もな く,職 場 で貧 血 を

起 こした。大 分気 分 が 良 くな って,断 食

を続 けよ うか何 か飲 もうか と迷 っ てい た

と き,『この断食 は も う続 ける必要 が あ り

ません』 とい う声 を感 じた。 この結婚 は

主 が望 まれ る結婚 では な いとわ か った。

私 は帰宅 す る とす ぐ母 に,こ の話 を断 わ

ってほ しいと頼 ん だ。 母 は私 と教 会 の こ

とを理解 して くれて い たの で 『残 念 ね』

と言 っただ けで あ った。

『私 は主 の戒 めの方 を選 び ました
。 だ

ら

か らそ の責 任 は主 にあ ります。 ど うぞ彼

よ りもすば ら しい人 を私 に与 えて くだ さ

い。』主 の力 を理解 せ ぬ私 は,あ ん なに条

件 の よい相 手 はい く ら神様 で も探 し出 す

こと はで きな いだ ろ う と疑 い なが ら もた

び た び祈 った。｣

私 は結 婚相 手 を選 ぶ とき,次 の ふ たつ

の こ と を心 に留 め て い まし た。

12ロ ーカル

1.神 権 会 に出席 して い る活 発 な末 日

聖徒 であ る こ と。

2.ジ ョー ジ･Q･モ リス長 老 の お母

さん の言葉｢あ なた が ある女性 に会 った

と き,最 善 を尽 くして立 派 な人 間 にな ろ

う とい う気 持 ちを起 こさせ て くれ る女 性

であ れば 愛 す る価値 の あ る人,あ なたの

心 に愛 を 目覚 め させる資格 のある人 です｣

(｢結婚｣p.45)を 男性 に置 き換 えて。

･1972年7月 ,地 方 部 のYWMIA会 長

の責 任 に召 され,高 松 で ひ と りアパ ー ト

生 活 を始 め た と き,そ れ よ りも少 し前 に

西 ノ宮 に建 築 宣教 師 と して 召 され た高知

の兄 弟 に,専 任 宣教 師 が して い るの と同

じよ うに,毎 週1回 手紙 を書 こ う と決 め

まし た。 同 じく故郷 を離 れ た者 と して,

励 ま して あげ た かっ ため です。 そ して書

き続 けて い ま した。

高 知 で彼 と私 はそ れぞ れYM･YWM

IAの 会 長 と して一 緒 に働 いた経験 があ

り ます 。 ま た,あ ま り活 発 で は な い会

員 を訪 問 した り,教 会 員 の依頼 を受 けて

その非教 会 員 の家族 を訪 問 した り,ま た,

大 阪 で開 かれ た特 別集 会 に出席 す るな ど,

行動 を共 にす る機 会 もたび たび あ りまし

た。 それ らを通 して,彼 が私 の持 って い

な い もの,赦 し と奉仕 の精 神 を持 って い

る こ とを知 り,私 も その よう に 自分 を高

め たい と思 い ま した。 そ して彼 の近 くに

い るな らば,訓 練 され,成 長 で きる と思

い ま したが,年 齢 が10歳 ほ ども若 い彼 と

の結婚 は,想 像 も及 ぼな い ことで した。

しか し,私 の土 佐弁 で 書 かれ た手紙 は,

西 ノ宮,金 沢 と,転 勤 す る彼 の後 を追 い

ま した。故郷 を離 れ て週1回 の手 紙 のや

り と りは,お 互 いを だん だん と身近 に感

じさせ る もの と な りま した。 ま た彼 が神

様 か ら力 を受 けて い る こと も感 じ られ ま

した。

あ る 日,手 紙 で結 婚 の 申 し込 みが あ り

ま した。 常 に心 に留 めて い たふ たつ の条

。ゆ
〉
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で したので,一 緒 に食事 を と りなが ら,

なぜ家 出 したの か尋 ね ま した。

彼女 の答 え は,学 校 に行 きた くない,

い じめ られ る とい うこ ζで した。｢それ に

ついて お父 さん や お母 さん は何 て言 っ て

るのP｣と 聞 くと,｢両 親 は全 然 わ かっ て

くれ な い。 た だ,我 慢 しろ と言 う だ け

で家 にい た ら学校 に行 かせ られ る か ら家

出 した｣と 言 うの です。

彼女 の心 は傷 つ き,自 分 は も うど うな

って も いい とい う投 げや りな気持 ち にな

って い ま した。 しか し,そ れ と同 時 に,

その境 遇 か ら心 が謙 遜 にな って いた ので

す。彼 女 に はイ エス･キ リス トの福 音 を

聞 き,受 け入 れ る備 えが で きて い ま した。

本 当 に自然 に｢神 様 は いる のP私 た ち

を守 って くれ るのか なP｣と 私 た ちに問

いか けて きたの です 。

私 たち は心 か ら証 し,そ の あ と求道 者

の方 とお会 い す る約 束 が あ りま したの で,

彼女 と一緒 に教 会 に向 か い ました。 そ し

て,求 道者 の方 も含 め,4人 でモ ルモ ン

経の モ ロナ イ書 第7章 を読 み,イ エ ス･

キ リス トの純粋 な愛 につ いて学 びま した。

その とき,彼 女 は本 当 に真 剣 な表情 で,

その愛 の定義 につ いて尋 ねて き ま した。

｢永 く堪 え忍 ぶ とは どうい う こ とP親

切 と はPね た ま ず 誇 ら な い と はP

… …｣と い うよ うに
。 その後,彼 女 は ど

う して もその 日1日 家 に は帰 りた くな い

と言 い ま した。 そこで伝 道部 長 にお話 し

する と,｢ご 両親 に連 絡 して1日 だ け ホテ

ル に泊 め て,次 の 日の朝,一 緒 に家 まで

送 り届 け な さい｣と い うこ とで した。彼

女 に家 に電 話 を させ,私 た ちの住 ん でい

る アパー トの す ぐ近 くの ホ テル に泊 ま ら

せ ま した。

次 の 日の朝,私 た ち は3人 で一 緒 に彼

女 の家 に向 か いま した。 その途 中で 大阪

の教 会 に寄 り,そ この宣教 師 に彼女 を紹

介 しま した。 ち ょう ど神 戸伝 道部 の管轄

区域 内だ った ので す。

そ れか ら,彼 女 は抱 えて い た多 くの 問

題 を克服 して,3カ 月後 にバプ テ ス マを

受 け ま した。母 親 もバ プ テ スマ会 に出席

して くだ さ った と聞 いて い ます。初 めて

会 った と きは泣 きな が ら,も う死 ん で も

い い と言 って い た彼 女 は,今,元 気 に学

14ロ ーカル

各 地 の た よ り

校 に通 い,高 校 に行 くため に頑 張 って い

るの で す。福 音 によ って,彼 女 は希望 と

生 き る喜 びを感 じる ことが で きた ので す。

イエ ス様 に私 た ちが心 を向 け ると き,

平安 が得 られ る こと を証 し ます。世 の 中

が た とえ どの よ うな状態 にあ って も,イ

エ ス様 に従 って生 き る ときに,心 か らの

喜 び と安 らぎ が得 られ る ので す。神 様 は

確 か に生 きて お られ ます。私 た ちを愛 し

て くだ さるが ゆ えに天 父 がイ エ ス様 を こ

の世 に送 って くだ さ った こ と,ま た イエ

ス様 が あ らゆ る試練 に打 ち勝 ち,私 た ち

の罪 を背 負 っ て くだ さる こ とを心 か ら証

します。(た きの･ゆ リ1962年 生 まれ,

浦 和 ワ ー ド部独 身7

成 人 プ ログ ラム扶､"

助協 会 代表) ､避 ミン

高崎ステーキ部

宇都宮支部教会堂の

完成に寄せて

敷 地 面 積:

549.27m'

建 築 面 積:

198.42m'

延 床 面 積:

554.52㎡
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力 の 出 身 校 の 柔 道 場 の 壁 に掲 げ ら

れ てい る文字 で す。宇都 宮支部 の この十

数 年 の歩 み を振 り返 ります と,ま さに こ

の言葉 が ぴ った りくる よう な気 が します。

宇都 宮支 部 にと って教 会 堂建 築 は,10
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二隔 晒遍

年 も前 か らの現 実的 な 目標 で あ り,決 し

て遠 い存在 で はな く,む し ろ手 を伸 ば せ

ばす ぐに届 く,と て も身近 な所 にあ った

よう に思 われ ます。

しか し,こ の 手 の届 きそ うな ものが い
しん き ろう

つ か らか,見 えて いて遠 い昼 気楼 の よう
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シー･ピーターソン兄弟の

信仰に胸を打たれました

た しの 子 よ｢わ
主 の訓練 を軽 ん じて はい けな い。

主 に責 め られ る とき,弱 り果 て て は な ら

な い。

主 は愛 す る者 を訓練 し,

受 けいれ るすべ ての子 を,

むち打 たれ るの であ る。｣

(ヘブ ル12:5-6)

｢聖徒 の道｣3月 号 に掲 載 され た シー･

ピー ター ソ ン兄 弟 の生 き方 は,ま さに こ

の聖句 の模 範 を示 して い ます。 こ の記事

を読 まれ た 多 くの教 会員 の方 々が,彼 の

強 い意志 と,ゆ るがぬ信 仰 に胸 を打 た れ

た ことと思 い ます。実 は,私 の心 の中 に

｢証 した い｣と い う気持 ちが芽 ば えたの

も,彼 の あ ま りに も強 い信 仰 に心 を動 か

され たか ら にほか な りませ ん。
ま

事故 の ため に,運 動 機 能 が まっ た く麻
ひ

痺状態 にな り,声 も出 ず,見 るこ と,聞

くこ と,考 える こ と,そ して唇 を動 かす

こと以外 は何 もで きな いと い う障 害 を負

わ され た に もか かわ らず,彼 の神 へ の信

仰 は以前 に も増 してさ らに強 ま り,こ の

よ うな苦 しい立場 に置 かれ た こ とに対 し

て一言 も不 満 を漏 らした りは し ません で

した。｢私 の身 に起 こ った事 故 は,天 父 が

私 の た めに用 意 して くだ さ った計画 の 中

で,特 別 な 目的 があ った と確 信 して い ま

す｣と い う言葉 の中 に も見 られ る よう に,

彼 は神 か ら与 え られ た試練 を素直 に受 け

入 れて い るので す。 そ の性 格 は とて もユ

ニー クで,明 る く,そ の顔 は ほほ えみ を

忘 れ ず,と て も障害 者 とは思 えな いほ ど

です。 た と え彼 の 肉体 が重 く苦 しい障害

を負 って いて も,彼 の 心 の中 に はい つ も

神 の愛 と希 望 の光 が満 ちあ ふれて い るの

です 。

彼 が この よ うな耐 え がた い苦 難 に耐 え,

希望 を持 って生 きる こと によ って,私 た

ちに模範 を示 して くだ さ ったの も,｢神 の

愛｣を 信 じる強 い信 仰 か ら生 まれ たの で

す。

人 間 を,こ れ ほ ど強 い者 に変 える こ と

が で きるの は,｢神 の愛｣と それ を信 じる

｢信仰｣以 外 にな い と私 は確 信 して いま

す。

も し,私 た ちが｢神 の愛｣を 信 じない

な らば,私 たち は堕落 した弱 い人 間 にな

って い くで し ょう。 イエ ス･キ リス トは,

その尊 い命 を犠 牲 にな さる ほ ど私 た ち を

愛 して くだ さ いま した。彼 は その死 に よ

って私 た ちに｢神 の愛｣を 証 明 したので

す。 これ とは逆 に シー､･ピ ー ター ソ ン兄

弟 は その障害 に耐 えて生 きる こ とに よっ

て,私 た ち に｢神 の愛｣を 証 明 して いる

ので す。

モ ルモ ン経 の 中で も｢神 の愛｣が 証 明

され て い ます 。 モル モ ン経 に よって,私
の

は｢神 の愛｣を 知 るこ とが で きま した。

神 様 が,宣 教 師 を お導 き くだ さって,私

にモル モ ン経 とい うす ば ら しいメ ッセ ー

ジを くだ さ った こ とに心 か ら感謝 申 しあ

げ ます。

モ ルモ ン経 は｢神 の 愛 の メ ッセ ー ジ｣

で あ り,私 た ち に とって最 高 の宝 です。
は ヒ う

(羽 当満江1963年 生 まれ,東 京 北 ステ

ーキ部 浦和 ワー ド部)
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1編集室から

レ｢聖 徒の道｣の 原稿を常時募集 しています 。各地のたよりには北 は

北海道から南は沖縄までの幅広 い話題を採りあげたく思いますので,広

報ディ レクターあるいは各種催 し物を担当す る高等評 議員/地 方部評

議員の方 はレポーターを手配 してくださるようにお願い します1

レ7月 号掲載分の締切 は5月9日(必 着)で す。投稿 には必ず連絡先(電

話番号)を記入 して くださ'い。文章 を一部手直 しすることがあ ります。

レあて先:〒106東 京都港区南麻布5-10-30末 日聖徒イエス･キ リス

ト教会｢聖 徒の道｣編 集室 容03(444)5264･

糎

蔑 r

紗

1渋谷ブックセンターから

プライマ リーへ行こう 新発売2,000円

フィルムストりッブキット(ガ イド付,ケ ース入)時 間:17分

初等協 会では何を している

のか,ま た初等協会は子供

たちが福音 の原則を学ぶの

をどのように助 けるのか,

初等協会に行 くとなぜ子供

たちが天父を愛 し,教 会に

行 くことを楽 しみ にするよ

うにな るのかを説明 してい

る。初等協 会の指導者･教

師のため に制作 されたもの

であるが,教 会員･非 教会

員の両親 に初等協会 を紹介

するためにも役立 つ。

16ロ ーカル
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